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高等学校国語科における 

「書くこと」の系統的な指導計画の研究 
 

－ 「論理的な文章を書く力」に着目して － 

 

 

 

 

令和７年度 神奈川県立総合教育センター 

長期研究員 小野 かおり(県立厚木北高等学校) 

 

 

 

 

 

 

【研究の概要】 

所属校の生徒に「論理的な文章を書く力」を身に付けさせることを目指し、「高等学校国語科において、生

徒が『論理的な文章を書く力』を身に付けるためには、どのような段階を踏めばよいのだろうか」という問い

を立て、系統的な指導について研究を進めた。まず、中学校段階と高等学校段階の「書くこと」の指導事項の

系統性を分析し、学習段階の６ステップ表を作成した。次に、この表を系統的な指導の実現に向けて活用する

ことを考え、指導事項の具体化や授業時数の記入欄を設ける等の要素を加えて「『書くこと』の系統的な指導

計画表」(基本型)を作成した(表３)。これは、教員が協同的に生徒を育成するための手立てとなる。さらに、

所属校での研究授業等から生徒の実態把握を行い、そこで得た情報を表３に反映し、所属校において想定され

る活用例を示した(表３´)。この作業により系統的な指導を検討する際の具体的な運用を提示できた。  

今後は、表３を手立てとする実践を重ね、カリキュラム・マネジメントの視点を持った言語能力の育成への

有用性を明らかにしていく。 
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【目指す姿】 
「論理的な文章を書く力」を身に付ける 

自分の言葉で考えを表現し、自己実現に向かうことができる 

 学習意欲の継続 ・ 進路活動への応用 ・ 他者との関わりの充実  

 

【研究テーマ】 
 

高等学校国語科における「書くこと」の系統的な指導計画の研究 
－「論理的な文章を書く力」に着目して－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の問い】 
高等学校国語科において、生徒が「論理的な文章を書く力」を 
身に付けるためには、どのような段階を踏めばよいのだろうか 

⑤所属校で想定される活用例を提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

 ハイレベルな文武両道 ・ 一人ひとりの進路希望の実現 ・ 主体性あふれる人材の育成  

 

【「書くこと」に関して生徒に必要な取組】 

「書くこと」を系統的に指導し、学習を積み重ねる 

主張と根拠をつなぐ 

 

 

論拠を示す 情報を関連付ける 推敲する 

 

研究構想図 

③「『書くこと』の系統的な指導計画表」を作成 

 

 

 

 

 

 

④研究授業、 

アンケート分析による実態把握 

①中学校段階・高等学校段階の 

「書くこと」の指導事項の系統性を分析 
 

②高等学校における学習段階を 

中学校段階を含めた６つのステップに整理 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の方法】 

授業

時数

ステップ３
授業

時数

授業
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授業
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　　ステップ

　

　

          育てる力
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～
６

時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間

時間
時間

時間 時間 時間

　

時間

　

時間

時間 時間 時間
　

時間

　

時間

　

時間

　

時間
時間 時間 時間 時間

　学校段階と科目 中学校　第３学年　「国語」
高等学校　共通必履修科目　　「現代の国語」（2単位）

30～４０時間程度/1年

高等学校　選択科目　「論理国語」（４単位）

５０～６０時間程度/２・３年

ステップ６

題材の設定

【中学・ア①】

□何のために、誰に対して、どのような意図を

    もって書くかなどを具体的に考える。

□地域社会の中で見聞きしたことの中から題材

    を決める。

□テレビや新聞などの様々な媒体を通じて伝え

   られることの中から題材を決める。

【中学・ア②】

□多種多様な情報から、自分の考えを支える

   根拠として客観性や信頼性の高い適切な

   情報を用いる。

□情報を取捨選択し、場合によっては再度収集

    し直す。

□情報の発信者として責任のある表現を心掛

    ける。

　

【現国・ア①】

□目的や意図に応じて、その題材が社会的に

   有益なものかを考える。

□目的や意図に応じて、どのような形で還元

   するかなどを考える。

□実体験や他教科等での学習経験と関連付け

    て適切に選択する。

【現国・ア②】

　

□個人の経験や知識だけを情報とするのでは

　　なく、複数の媒体を活用し、情報を幅広く

　　集める。

□集めた情報の妥当性(正しい、根拠として

　　適切)を検討する。

□集めた情報の信頼性(発信元などから確かな

　　ものである等)を出典の示し方から確認する。

【論国・ア①】

□興味・関心をもち、更に学び深めようと考えた

   こと、課題として意識し解決策を考えたこと

   から題材を見いだす。

□高等学校卒業後も学び深めたいと考えたこと

   などから題材を見いだす。

　

【論国・ア②】

□多種多様な情報の中から、目的や課題に応じ

　　た情報を適切に収集する。

□書く目的や意図に応じて、取捨選択、　分類、

　　情報と情報の関係を見いだして整理する。

関連：〔知・技〕(２)情報の整理・イ

　　　　  　ステップ

  学習過程

ステップ１ ステップ２ ステップ４ ステップ５

３

～
４

【現国・イ②】

　

□読み手の関心や知識などを想定し、情報の

　　多寡や重要度の高さ、情報の種類などを

　　考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・オ

Ⅰ

書き手として

題材を設定し、

情報を

適切に扱う　

情報の収集

【論国・イ①】

□情報の妥当性、信頼性について、主張を支え

   る根拠として適切か、最も有効かなどを検討

   する。

□書き手の立場や発信された文脈を適切に

    踏まえたものかどうかを詳しく検討する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

５

～
６

【論国・イ②】

□収集した情報や資料をどのように分析・解釈

   したのかを整理し、どの立場で論じるか、論じ

　　たいことの中心となる問題点を明確にする。

□主張に対する一つ一つの根拠の整合性を

   確認する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

　

内容の検討

４

～
５

２

～
４

　構成の検討

【中学・イ①】

　

□文章の種類を選択する際に、書く目的や

　　意図に応じて伝えたいことを表現するのに

　　適したものかどうかを判断する。

【中学・イ②】

　

□どのような読み手からも一定の理解を得られ

　　るように、主張を導くための筋道の通った考え

　　の進め方をする。

【現国・イ①】

　

□自分の主張を筋道立てて、読み手に正しく

　　捉えてもらうために、結論や主張を導くため

　　の論理の展開を考える。

３

～
４

２

～
３

【中学・ウ②】

□客観性や信頼性の高い資料を選び、自分の

　　考えの根拠としてふさわしいかどうかを検討

　　する。

□出典を明示し、適切な量の引用を行う。

【現国・ウ①】

　

□読み手や伝えたい情報の種類などを検討

　　した上で、最もふさわしい根拠の示し方を

　　選ぶ。

□情報の種類（自分の経験、他者の経験、

　　新聞などの情報）を検討する。

□示す方法（文章、図表、グラフ）を選ぶ。

【現国・ウ②】

　

□「全体と細部」、「箇条書きやキーワードに

　　よる手順」、「主張・根拠・論拠」などの説明

　　の仕方を、自分の考えや伝えたい事柄に

　　合わせて組み合わせる。

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　種類、文体、語句を用いる。

４

～
５

３

～
４

記述

【論国・ウ①】

　

□読み手にとって納得できる根拠、構成や

　　展開をする。

□想定される反論や異論を踏まえて、自らの論

　　を確かなものにする。

６

～
７

【論国・ウ②】

　

□主張の根拠となる情報を取捨選択し、

　　「問い」から「答え」に至る筋道が明確に

　　　なる構成を考える。

□段落と段落の関係、接続語句を効果的に

　　使用して構成を考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・エ　or(２)情報の

整理・イ

Ⅱ
読み手にむけて、

文章の構成・

論理の展開を

工夫し、

自分の考えを

明確・的確に

伝える

２

～
３

【論国・エ①】

　

□一つの事柄を多面的に見たり多角的に考え

　　たりして、自分の考えを相対化し、適切な形に

　　まとめる。

６

～
７

【論国・エ②】

　

□自分の考えの拠り所となる客観的な事実や

　　情報の正誤、理由付けの適否などを検討

　　する。

□妥当性を裏付ける客観性や信頼性の高い

　　資料を用いて、根拠を示し、自分の考えを

　　まとめる。

関連：〔知・技〕（2）情報の整理（推論の仕方）・ウ

５

～
７

【論国・オ①】

　

□接続表現、対比・類比、引用などの表現の

　　仕方が、文章の内容や書き手の考えを正確に

　　伝え、印象付けているかを検討する。

□段落の構造について、考えの筋道を反映して

　　組立てる。

□明快な筋道で論理を展開している。

関連：〔知技〕（１）文や文章・ウ

６

～
７

【論国・オ②】

　

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　形態や文体、語句を選び、言葉遣いなどを

　　工夫する。

□自分の主張の根拠、論証の過程を明確に

　　示し、批判的な読みにも堪るよう注意を払う。

関連：〔知技〕（１）文や文章・エ

６

～
７

考えの形成

【中学・ウ①】

　

□目的や意図、題材などに合わせて、適切な

　　表現の仕方を選び、外部の資料を引用する

　　ことで、自分の考えをより分かりやすく伝える

　　工夫をする。

□文章の種類に応じて、見出しや番号、注釈を

　　付ける。

Ⅲ

他者意識・

自己理解を

深める

３

～
４

共有

【中学・オ①】

　

□書いた目的や意図に照らして、読み手は納得

    したか、どのような論理の展開のためかなど

     について検討する。

【中学・オ②】

　

□どのように改善すると良いかなど、次の自分

    の書く活動へ生かす具体的な視点を得る。

【現国・エ②】

　

□他者から助言や感想を得て、自分の文章の

　　特に優れた点や改善すべき課題を客観的な

　　視点から認識する。

□相互評価の際には、意図、表現、情報や主張

　　の妥当性などの根拠を示し合う。

□書き手との関係性を踏まえた上で、助言を

　　行う。

２

～
４

【論国・カ①】

　

□論理の構成や展開を見直し、主張を一貫した

　　流れに沿って整理しながら明確に表現する。

□情報伝達が効果的に行われているかを

　　見直し、読み手に伝わりやすい表現の工夫を

する。

□様々な読み手の立場に立って、客観的な視点

から検討する。

□論証の的確さ、適切さを確認する。

６

～
７

【論国・カ②】

　

□読み手からの助言、自己評価や総合評価を

    通して自分の文章のよさを確認したり課題を

    発見し、自分の表現に役立てる。

□自らの書く活動や、推敲する活動に生かす

    ための具体的な視点を得る。

□書いたものが後々まで残る可能性を考え、

    書き手と読み手それぞれの立場で自分の

     文章を捉え直す。

５

～
６

推敲

【中学・エ①】

　

□文章を書く目的や意図に応じた表現になって

　　いるかなどを確かめる。

【中学・エ②】

　

□読み手の立場に立った客観的な視点から、

　　目的や意図に応じた表現に整える。

【現国・エ①】

　

□文章を俯瞰して読み直し、読み手の立場に

　立って、目的や意図に応じて書かれているか

　などを点検する。

題材の設定のために情報を収集、整理する目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から題

材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決める

情報の妥当性や信頼性を吟味する 主張を支える根拠をそろえる

読み手の理解を得る

（文章の種類）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（情報の分量、構成の工夫）
読み手を説得する（根拠、構成の工夫） 読み手を説得する

（論理の展開、構成の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（表現の仕方の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（資料の選び方、引用の仕方）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（根拠の示し方の工夫）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（説明の仕方、表現の仕方の工夫）

自分の主張を明確にする

（多面的・多角的な視点）

自分の主張を明確にする

（論拠や根拠の吟味）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（論理の明晰さ）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（主張が的確に伝わる）

目的や意図に応じているかを確認する

（表現）

目的や意図に応じて整える

（表現）
文章全体を整える

（目的や意図）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（論理の展開）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（読み手からの助言）

自分の文章の良い点や課題を見いだす

（他者からの助言）

文章全体を整える

（構成、展開、表現、主張）

自分の文章の特長や課題を捉え直す

（構成、展開、表現、他者からの助言）

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎を学習している。

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎が身に付いている。

［目指す姿］

高等学校段階の「書くこと」の基礎について、

学習している。

［目指す姿］

高校段学校段階の「書くこと」の基礎が身に付い

ている。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」について、学習している。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」が身に付いている。

ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４ ステップ５ ステップ６ ステップ

　　　　　　　　　　　　　　　育てる力

【ア①】

　実社会や学術的な学習

の基礎に関する事柄につ

いて，目的や意図に応じた

適切な題材を決めること。

【ア②】

　書き手の立場や論点など

様々な観点から情報を収

集，整理して，目的や意図

に応じた適切な題材を決

めること。

【エ①】

　多面的・多角的な視点か

ら自分の考えを見直した

り，主張を明確にすること。

【エ②】

　根拠や論拠の吟味を重

ねたりして，主張を明確に

すること。

【オ①】

　個々の文の表現の仕方

や段落の構造を吟味する

など，文章全体の論理の

明晰さを確かめること。

【オ②】

　個々の文の表現の仕方

や段落の構造を吟味する

など，自分の主張が的確

に伝わる文章になるよう工

夫すること。

【エ①】

　目的や意図に応じた表現になっ

ているかを確かめること。

【エ②】

　文章全体を整えること。

【オ①】

　論理の展開などについて，自分

の文章のよい点や改善点を見い

だすこと。

【オ②】

　読み手からの助言を踏ま

え，自分の文章のよい点や

改善点を見いだすこと。

推敲

【エ①】

　目的や意図に応じて書か

れているかなどを確かめ

て，文章全体を整えること。

【エ②】

　読み手からの助言などを

踏まえて，自分の文章の特

長や課題を捉え直すこと。

【カ①】

　文章の構成や展開，表現

の仕方などについて，自分

の主張が的確に伝わるよ

うに書かれているかなどを

吟味して，文章全体を整え

ること。

【カ②】

　文章の構成や展開，表現

の仕方などについて，読み

手からの助言を踏まえて，

自分の文章の特長や課題

を捉え直したりすること。

Ⅲ

他者意識・自己理解を

深める
共有

【ウ②】

　立場の異なる読み手を説

得するために，批判的に読

まれることを想定して，論

理の展開を工夫すること。

Ⅱ

読み手にむけて、

文章の構成・論理の展開を

工夫し、自分の考えを

明確・的確に伝える

考えの形成

【ウ①】

　表現の仕方を考えたり，自分の

考えを分かりやすく伝わる文章に

なるように工夫すること。

【ウ②】

　資料を適切に引用したり

するなど，自分の考えを分

かりやすく伝わる文章にな

るように工夫すること。

【ウ①】

　自分の考えや事柄が的

確に伝わるよう，根拠の示

し方を工夫すること。

【ウ②】

　自分の考えや事柄が的

確に伝わるよう、説明の仕

方を考えるとともに，文章

の種類や，文体，語句など

の表現の仕方を工夫する

こと。

記述

構成の検討

【イ①】

　文章の種類を選択し、文章の構

成を工夫すること。

【イ②】

　多様な読み手を説得でき

るように論理の展開などを

考えて，文章の構成を工夫

すること。

【イ①】

　読み手の理解を得られる

よう，論理の展開，情報の

分量や重要度などを考え

ること。

【イ②】

　読み手の理解を得られる

よう，文章の構成や展開を

工夫すること。

【ウ①】

　立場の異なる読み手を説

得するために，批判的に読

まれることを想定して、効

果的な文章の構成を工夫

すること。

Ⅰ

　書き手として題材を設定し、

情報を適切に扱う
情報の収集

【イ①】

　情報の妥当性や信頼性

を吟味すること。

【イ②】

　自分の立場や論点を明

確にして，主張を支える適

切な根拠をそろえること。

内容の検討

題材の設定

【ア①】

　目的や意図に応じて，社会生活

の中から題材を決め，伝えたいこ

とを明確にすること。

【ア②】

　目的や意図に応じて，集

めた材料の客観性や信頼

性を確認し，伝えたいこと

を明確にすること。

【ア①】

　目的や意図に応じて，実

社会の中から適切な題材

を決め，伝えたいことを明

確にすること。

【ア②】

　目的や意図に応じて，集

めた情報の妥当性や信頼

性を吟味して，伝えたいこ

とを明確にすること。

　　　　　      ステップ

学習過程

　学校段階

科目

中学校　第３学年

 「国語」

高等学校　共通必履修科目

「現代の国語」（2単位）

高等学校　選択科目

「論理国語」（４単位）
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はじめに 

 

 令和４年から、「高等学校学習指導要領(平成 30年

告示)」(以下、「高等学校・学習指導要領」という)

に基づく教育課程が実施されており、高等学校国語科

は大幅な科目再編による新しい指導が求められた。こ

れは、中央教育審議会 (2016)「幼稚園、小学校、中

学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の

改善及び必要な方策等について(答申)」において、従

来の高等学校の国語教育は、「教材の読み取りが指導

の中心になることが多く、国語による主体的な表現等

が重視された授業が十分行われていないこと、話合い

や論述などの『話すこと・聞くこと』、『書くこと』の

領域の学習が十分に行われていないこと」等、生徒の

表現力を育成する領域の指導が不十分であったと指摘

されたという背景があったからである。 

この改善を図るために、『高等学校学習指導要領

(平成 30年告示)解説国語編』(以下、『高等学校・解

説』という)では「話すこと・聞くこと」、「書くこ

と」、「読むこと」各領域の学習過程と指導事項が明確

に示された。 

現状に目を向けると、年度当初に行った所属校の国

語科教員への聞き取りからは、生徒に必要な「書くこ

と」についての取組として、「主張と根拠のつながりを

示す」、「論拠を記述する」、「情報を関連付ける」、「自

分が書いた文章を推敲する」等、多岐に渡る回答が得

られた。   

また、後述する生徒を対象とした「学習前アンケー

ト」(資料５)からは、文章を書くことについて「自分

の伝えたいことが相手にしっかり伝わるように書ける

ようにしたい」、「目的や根拠に合った文章を作れるよ

うになりたい」等、生徒自身が「論理的な文章を書く

力」を必要としていたことが確認できた。 

こうした状況から、所属校において「論理的な文章

を書く力」を身に付ける指導について検討することが

取り組むべき課題であると強く感じた。 

高等学校国語科では、共通必履修科目「言語文化」

等において文学的な文章を書く指導によって豊かな感

性や情緒を養うことも大切だが、本研究では、所属校

の実態を考慮し、「現代の国語」と「論理国語」で身に

付ける「論理的な文章を書く力」に着目する。 

高等学校の教育課程を経て、社会へ踏み出す第一歩

の段階で、生徒は論理的な文章を書くことによって、

自分の考えを相手に的確に伝える力が求められる。さ

らに、カリキュラム・マネジメントの視点からも、「書

くこと」を指導するにあたり、学校教育目標や生徒の

実態を踏まえ、見通しを持って行うことが望ましい。 

しかし、自身の指導を振り返ると、入学してきた生

徒たちの「書くこと」領域における学習経験を把握し

きれないまま高等学校段階の学習指導を始めていたこ

とや、「書く力」を計画的に身に付けさせる指導が必要

だったこと、それを生徒にも意識させるための授業づ

くりをすること等に再考の余地があった。 

このような現状を改善するためには、実社会におい

て求められる「書く力」を『高等学校・解説』に基づ

いて整理し直し、生徒たちに「論理的な文章を書く力」

を確実に身に付けさせることを目指す授業実践を行う

必要がある。 

そこで、「高等学校国語科において、生徒が『論理

的な文章を書く力』を身に付けるためには、どのよう

な段階を踏めばよいのだろうか」という問いを立て、

生徒にとって必要な学習段階を踏まえた系統的な指導

を考えたい。さらに、「高等学校・学習指導要領」に示

される「書くこと」の指導事項への理解は、個人で深

めるだけではなく、国語科の教員全体の共通理解につ

なげる必要がある。そのためには、「書くこと」の系統

的な指導の実現に向けて、教員間で共有できる手立て

が必要であろう。 

 

研究の目的 

 

本研究は、高等学校国語科の授業を通して生徒に「論

理的な文章を書く力」を身に付けさせることを目指し、

その手立てとして、「『書くこと』の系統的な指導計

画表」を作成する。 

 

研究の視点 

 

１ 高等学校における学校段階・科目間の学習の接続 

⑴ 中学校・高等学校段階の学習の系統性 

 高等学校国語科における系統的な学習指導の重要性

は、既に「高等学校学習指導要領(平成21年告示)」へ

の改訂の時点で取り上げられてきた。中央教育審議会 

(2008)「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別

支援学校の学習指導要領等の改善について(答申)」に

は、「学習の系統性」が次のように説明されている。 

この答申を受けて、当時の「学習指導要領」では、

教科全体の目標を「国語を適切に表現し的確に理解す

る能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考

力や想像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨

き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してそ

〇子どもたちの発達の段階を踏まえた学習の系統性を重視し、 

学校段階・学年段階ごとに、具体的に身に付けるべき能力の育成

を目指し、重点的な指導が行われるようにする。その際、小学校

においては日常生活に必要な国語の能力の基礎を、中学校におい

ては社会生活に必要な国語の能力の基礎を、高等学校においては

社会人として必要な国語の能力の基礎をそれぞれ確実に育成す

るようにする。             

(下線は筆者による) 
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の向上を図る態度を育てる。」(ｐ.25)と示された。こ

の目標について、『高等学校学習指導要領(平成21年告

示)解説国語編』(p.９)では、「小学校及び中学校の指

導との一貫性を図りながら，生徒の発達の段階に応じ

た指導を目指し」たとの記載がある。 

これに続いて、高等学校段階では国語科は複数科目 

に分かれるため、教科の目標が「各科目の目標に個別

化され，それぞれの科目の指導を行うこととなる」と

されている。このことは、現行の『高等学校・解説』

においても引き継がれており、各科目の目標は系統性

を持って立てられている。 

しかし、実際の学校現場での授業では、中学校・高

等学校段階の学習の系統性が意識されていない現状が

多く見受けられる。大滝(2025)が「高等学校の共通必

履修科目は、高等学校だけの閉じた世界ではなく、義

務教育との接続が強く意識された上で構想されたも

の」と述べているように、中学校段階と高等学校段階

の学習指導は、系統立てて行われる必要がある。 

 

⑵ 「現代の国語」と「論理国語」の接続 

本研究は、「論理的な文章を書く力」に着目するた

め、「現代の国語」と「論理国語」の学習の接続を考

える。これは、前述の教員と生徒が必要とする「書く

こと」についての取組の実態や、所属校の教育課程に

おいて生徒全員が共通必履修科目「現代の国語」を１

年生で履修し、選択科目「論理国語」を２・３年生で

分割履修することを踏まえたためである。各科目の性

格は、『高等学校・解説』に次のように示される。 

下線部にあるように、この２科目は、「実社会にお

ける国語」による活動を意識した科目であり、学習を

通して身に付けることが目指される資質・能力の一つ

が「論理的な文章を書く力」であるといえる。 

島田(2023)は、この２科目の学習の接続に関して、

「『現代の国語』で育成された『実社会・実生活に生

きて働く国語の能力』は、『論理国語』で育成する能

力の基礎として大きな役割を果たすと考えてよい」と

述べている。 

さらに、佐藤(2023)は、「教師が科目間の関連性を

意図して授業構想することは、生徒の側にとっても

『現代の国語』で学び得た知識を『論理国語』で生か

そうとすることにつながるとともに新たな知識を獲得

していく過程を生徒自身が実感する仕掛けとなる」と

述べている。 

両者の見解からも、科目間の学習を接続する視点を

持つことは、高等学校段階の系統的な指導を実現する

うえで重要であるといえる。 

 

２ 「書くこと」の系統的な指導に関する整理 

 『高等学校・解説』には、「国語科の指導内容は，

系統的・段階的に上の学年につながっていくととも

に，螺旋的・反復的に繰り返しながら学習し，資質・

能力の定着を図ることを基本としている」ため、小学

校・中学校の指導内容を受けて「系統化」が図られて

いるとある(p.13)。これを踏まえて、現在までの「書

くこと」の系統的な指導に関して、各学校段階の研究

動向を次に整理する。 

 

⑴ 小学校・中学校段階の研究 

 植地(2007)は、小学校・中学校の国語科における系

統的な指導のために「系統表」に基づく指導が有効で

あるという視点から、「小中９年間『書くこと』到達

目標に関する一覧」を作成している。また、三木

(2015)は、国語科が「小学校６年間における指導の系

統性が見えづらい教科である」と考え、「小中９年間

を見通した文学的な文章教材指導の系統表」を作成

し、授業実践を通してその活用を検証している。そし

て、水戸部(2025)は、小学校・中学校９年間の系統性

について検討し、「前学年までの学習経験を生かし

て，新たな種類の文章を書くことを重ねていくこと」

の重要性を述べている。 

 

⑵ 高等学校段階の研究 

 一方で、高等学校段階における「書くこと」の系統

的な指導を扱う先行研究は少ない。 

 河手(2019)は現行の「学習指導要領」に基づく授業

構想に際して、高等学校の「従来の授業では、『読む

こと』を深めるために『書く』のか、『書く』力をつ

けるために『書く』のかも明確ではなく、『書く』た

めの方法についても十分な指導がないまま中学校まで

の学習履歴に依存して、いきなり『書くこと』を生徒

に求めることが多かった」と述べている。 

また、長谷川(2020)は、論理的思考力を養う教材開

発の視点から、「先行文献や国語教科書の検討等か

ら、中・高等学校国語科の論理的文章を『書くこと』

の学習では、系統的な指導の確立に多くの課題を残し

ている」とし、既存の教材には「事実の書き方を例文

に基づき説明していない」等の課題があると指摘して

選択科目「論理国語」(４単位) 

共通必履修科目である「現代の国語」及び「言語文化」により育

成された資質・能力を基盤とし，主として「思考力・判断力・表

現力等」の創造的・論理的思考の側面の力を育成する科目として， 

実社会において必要となる，論理的に書いたり批判的に読んだり

する資質・能力の育成を重視している。 

(『高等学校・解説』p．144より引用、下線は筆者による) 

 

共通必履修科目「現代の国語」(２単位) 

実社会における国語による諸活動に必要な資質・ 能力の育成に主

眼を置き，全ての生徒に履修させる共通必履修科目として新設し

た。 

(『高等学校・解説』p．68より引用、下線は筆者による) 
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いる。 

以上のことから、中学校段階と高等学校段階の「学

習の系統性」を踏まえて科目間の学習を接続し、「書

くこと」の指導事項の系統性を『中学校学習指導要領

(平成29年告示)解説国語編』(以下、『中学校・解

説』という)及び『高等学校・解説』に基づいて分析

する視点を持って本研究を進める。そして、高等学校

国語科における「書くこと」の授業に資する手立てと

して「『書くこと』の系統的な指導計画表」を作成し

ていく。 

 

研究の内容 

 

 研究の手順は、次のとおりである。 

 

１ 「論理的な文章を書く力」の指導事項の分析 

「書くこと」領域における「論理的な文章を書く力」

に着目し、中学校第３学年「国語」、高等学校の共通必

履修科目「現代の国語」、選択科目「論理国語」の「書

くこと」の指導事項について分析し、その系統性を捉

えていく。 

「論理的な文章を書く力」を生徒に身に付けさせる

ことを目指す指導の最終段階で扱う「論理国語」の〔思

考力，判断力，表現力等〕Ａ「書くこと」の指導事項

は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この指導事項に関して、例えば、指導事項ア「題材

の設定」について『高等学校・解説』には、次の下線

部の「『現代の国語』の…を受けて」という箇所に、「現

代の国語」と「論理国語」の系統性が確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この関連について、中学校第３学年「国語」を含め

て、各指導事項が前段階の科目の指導事項の内容を受

けている様子を図示すると、次のようになる(図１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 指導事項の系統性(アの場合) 

図１に示すように、中学校第３学年「国語」の指導

事項ア「題材の設定」「情報の収集」「内容の検討」

は、その内容を受ける高等学校「現代の国語」の指導

事項ア「題材の設定」「情報の収集」「内容の検討」

へつながる。その後、「論理国語」へつながる際に、

指導事項がア「題材の設定」とイ「情報の収集」「内

容の検討」に分かれ、身に付けることが求められる資

質・能力はより高度なものになる。 

特に、下線部について、「題材の設定」の範囲が

「社会生活」から「実社会」、「実社会や学術的な学

習の基礎に関する事柄について」へと段階的に広が

り、指導事項の内容の系統的な発展が確認できる。 

このような「書くこと」の指導事項の分析により、

その系統性を把握し、実際の学習指導に落とし込むた

 

１「論理的な文章を書く力」の指導事項の分析 

２「論理的な文章を書く力」の指導計画表の作成 

３ 研究授業等による所属校の実態把握 

４ 所属校の実態に即した指導計画表の編成 

 

高等学校「論理国語」 

ア「題材の設定」 

実社会や学術的な学習の基

礎に関する事柄について，書き

手の立場や論点などの様々な

観点から情報を収集，整理し

て，目的や意図に応じた適切な

題材を決めること。 

高等学校「論理国語」 

イ「情報の収集」「内容の検討」 

情報の妥当性や信頼性を吟味し

ながら，自分の立場や論点を明確

にして，主張を支える適切な根拠

をそろえること。 

中学校第３学年「国語」 

ア「題材の設定」「情報の収集」「内容の検討」 

 目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，集めた材料の客観

性や信頼性を確認し，伝えたいことを明確にすること。 

高等学校「現代の国語」 

ア「題材の設定」「情報の収集」「内容の検討」 

目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，集めた情報

の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいことを明確にすること。 

 

（1）書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について，書き

手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集，整理して，

目的や意図に応じた適切な題材を決めること。  

イ 情報の妥当性や信頼性を吟味しながら，自分の立場や論点

を明確にして，主張を支える適切な根拠をそろえること。  

ウ 立場の異なる読み手を説得するために，批判的に読まれる

ことを想定して，効果的な文章の構成や論理の展開を工夫す

ること。  

エ 多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり，根拠

や論拠の吟味を重ねたりして，主張を明確にすること。  

オ 個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど，文章

全体の論理の明晰さを確かめ，自分の主張が的確に伝わる文

章になるよう工夫すること。 

カ 文章の構成や展開，表現の仕方などについて，自分の主張

が的確に伝わるように書かれているかなどを吟味して，文章

全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自分の

文章の特長や課題を捉え直したりすること。 

(「高等学校・学習指導要領」p.39より引用) 

(各指導事項は、「中学校学習指導要領(平成 29 年告示)」p.36、「高等学
校・学習指導要領」p．34、39より引用、下線は筆者による) 

ア 実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について，書き

手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集，整理して，

目的や意図に応じた適切な題材を決めること。  

「現代の国語」の〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ｂ書くこ

と」の（1）の「ア 目的や意図に応じて，実社会の中から適切

な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝え

たいことを明確にすること。」を受けて，題材の設定の範囲を実

社会や学術的な学習の基礎に関する事柄に広げ，伝えたいこと

を明確にして，目的や意図に応じた適切な題材を決めることを

示している。 

(『高等学校・解説』p.155より引用、下線は筆者による) 
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めの手立てとして、まず、図１で示した指導事項の関

連をア以降も同様に分析し、整理する。 

そして、『中学校・解説』と『高等学校・解説』に

基づき、「書くこと」の学習過程を「縦の系統」、学

校段階・科目を「横の系統」とし、次のように整理す

る(表１)。 

表１ 「書くこと」の指導事項の系統表 

(資料６を簡略化したもの) 

なお、中学校第３学年「国語」のイ、ウに関しては、

次の学校段階・科目である高等学校「現代の国語」の

イ、ウの双方の内容につながるため、表１内にある指

導事項の境目を点線で表した。 

 

２ 「論理的な文章を書く力」の指導計画表の作成 

次に、中学校第３学年「国語」、高等学校「現代の

国語」、「論理国語」の「書くこと」の全ての指導事

項を２段階に分けた。 

これは、系統的な指導の実現に向けて、生徒に段階

的な学習指導を行う必要があると考えるためである。

また、この段階分けにより、「書くこと」の指導事項

について、教員が各学校段階・科目間の系統性への理

解をより深め、授業実践につなげやすくなると考えら

れる。２段階に分ける際には、『中学校・解説』と

『高等学校・解説』に基づいて「書くこと」の学習過

程が明確であることに着目し、次の二つのパターンを

考えて、指導事項の段階分けを行った。 

上記の(a)、(b)について、「論理国語」の「書くこ

と」の指導事項ア、「現代の国語」の「書くこと」の

指導事項アを例に示すと図２、３のようになる。 

この作業を「論理国語」の「書くこと」の指導事項

イ～カ、「現代の国語」の「書くこと」の指導事項イ

～エ、中学校第３学年「国語」の「書くこと」の指導

事項ア～オについても同様に行い、表１に反映させる

と、「書くこと」の学習段階を６ステップに表すこと

ができる(表２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 指導事項の２段階化(a)パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 指導事項の２段階化(b)パターン 

 

表２ 「書くこと」の学習段階の６ステップ表 

(資料７を簡略化したもの)  

(a)指導事項が一つの学習過程のみを示す場合は、「学習内容」 

の基礎段階にあたる部分と応用段階にあたる部分で区切る。 

(b)指導事項が複数の学習過程を含む場合は、「学習過程」ごと

に区切る。 

 

(a) 指導事項が一つの学習過程のみを示す場合 

・指導事項を「学習内容」の①基礎段階、②応用段階にあたる部

分で区切る。 

・共通する部分は、それぞれにいかす。 

例：高等学校「論理国語」 

指導事項ア（題材の設定） 

 

 

 

 

実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について， 
目的や意図に応じた適切な題材を決めること。 

 

書き手の立場や論点など様々な観点から情報を収集， 

整理して，目的や意図に応じた適切な題材を決めること。 

 

①実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について， 

②書き手の立場や論点など様々な観点から情報を収集， 

整理して，目的や意図に応じた適切な題材を決めること。 

 

(b) 指導事項が複数の学習過程を含む場合 

・指導事項を「学習過程」で①基礎段階、②応用段階に区切る。 

・共通する部分は、それぞれにいかす。 

例：高等学校「現代の国語」 

指導事項ア（題材の設定、情報の収集、内容の検討） 

 

 

 

 

 

目的や意図に応じて，①実社会の中から適切な題材を決

め，②集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいこ

とを明確にすること。 

①基礎段階(題材の設定) 

目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，

伝えたいことを明確にすること。 

(元の指導事項アは、「高等学校・学習指導要領」p．39より引用、

記号・下線は筆者による) 

②応用段階(情報の収集，内容の検討) 

目的や意図に応じて，集めた情報の妥当性や信頼性を 

吟味して，伝えたいことを明確にすること。 

題材の設定 ア ア ア

情報の収集

　　　　　　    学校段階「科目」

   学習過程
中学校  第３学年 「国語」

高等学校  共通必履修科目

「現代の国語」(２単位)

高等学校 選択科目

「論理国語」(４単位)

イ

内容の検討

構成の検討 イ イ ウ

考えの形成 ウ ウ エ

記述 オ

推敲 エ エ カ

共有 オ

(元の指導事項アは、「高等学校・学習指導要領」p．39より引用、

記号・下線は筆者による) 

②応用段階(題材の設定) 

①基礎段階(題材の設定) 

ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４ ステップ５ ステップ６
ステップ

　　　　　　　　　育てる力

【ア①】

　

【ア②】

　

【エ①】

　

【エ②】

【オ①】

　

【オ②】

【エ①】

　

【エ②】

　

【オ①】

　

【オ②】

　

　　　　　　　　　　　　　　　ステップ

学習過程

　学校段階

科目

中学校 第３学年

 「国語」

高等学校　共通必履修科目

「現代の国語」（2単位）
高等学校　選択科目

「論理国語」（４単位）

Ⅰ

　書き手として

題材を設定し、

情報を

適切に扱う
情報の収集 【イ①】

　

【イ②】

内容の検討

題材の設定
【ア①】 【ア②】 【ア①】 【ア②】

　

Ⅲ

他者意識・

自己理解を

深める
共有

【ウ②】

　
Ⅱ

読み手にむけて、

文章の構成・

論理の展開を

工夫し、

自分の考えを

明確・的確に

伝える

考えの形成

【ウ①】

　

【ウ②】

　

【ウ①】

　

【ウ②】

　

記述

構成の検討

【イ①】

　

【イ②】

　

【イ①】

　

【イ②】

　

【ウ①】

　

推敲

【エ①】

　

【エ②】 【カ①】

　

【カ②】
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表２の右端部分には、学習過程の「題材の設定」か

ら「共有」までを『中学校・解説』及び『高等学校・

解説』に基づいて三つの要素に分け、「書くこと」の

学習過程における「育てる力」をキーワードで表し、

次のように示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、その学習過程や指導事項を通して、生徒を

どのように育てるのかという教員間の共通認識を持つ

ためである。 

次に、表２を教員が実際の「書くこと」の指導を検

討するうえで活用しやすいかたちへ調整していく。 

教員が『中学校・解説』と『高等学校・解説』に基

づいて年間指導計画や単元指導計画を作成し、実際の

授業に落とし込みやすくなることを目指して、次の五

つの要素を加え、「『書くこと』の系統的な指導計画

表」(基本型)を作成した(表３)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴～⑸の詳細は、次のとおりである。 

 

⑴ 基礎・応用段階に分けた指導事項を具体化する 

表２で２段階に分けた「書くこと」の指導事項の

文言をさらに具体化し、該当のステップ内に太枠で

囲んで示す(図４)。 

図４ 指導事項の具体化における表２、３の関連 

(「論理国語」の指導事項ア①の場合) 

指導事項の文言の具体化にあたっては、『中学校・

解説』及び『高等学校・解説』に基づき、元の指導事

項と趣旨が変わらないように考慮した。 

指導事項の言い換えの実践例には、藤沢市教育文化

センター研究部員(2025)が作成した「ふじさわ書くこ

とスタンダード」がある。これは、児童・生徒向けに

「自分の書いた文章を客観的に確認したり、仲間の文

章を相互評価したりする際の基準」とするために作成

している。 

本研究では、教員が「書くこと」の指導事項への共

通理解を図り、同じ科目を担当する複数の教員が指導

方針を共有しやすくする「基準」を作成することを目

的として、文言の具体化を行った。 

 

⑴ 基礎・応用段階に分けた指導事項を具体化する 

⑵ 単元における学習活動の内容を項目で示す 

⑶ 授業時数を記入する欄を設ける 

⑷ 各ステップで「目指す姿」を示す 

⑸ ［ステップ１］［ステップ２］の項目の活用による実態把握を

行う 

表３より 

ステップ５【論国・ア①】 指導事項をさらに具体化  

 

 

 

表２より 

ステップ５【論国・ア①】 指導事項の基礎段階  

  

 

 

実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について， 

目的や意図に応じた適切な題材を決めること。 

目的や意図に応じて，実社会の中から題材を決める 

 

表３ 「『書くこと』の系統的な指導計画表」(基本型) ※資料８を参照されたい。 

Ⅰ「書き手として題材を設定し、情報を適切に扱う」 

 (「題材の設定」、「情報の収集」、「内容の検討」) 

Ⅱ「読み手にむけて、文章の構成・論理の展開を工夫し、

自分の考えを明確・的確に伝える」 

(「構成の検討」、「考えの形成」、「記述」) 

Ⅲ「他者意識・自己理解を深める」 

 (「推敲」、「共有」) 

 

授業

時数

ステップ３
授業

時数

授業

時数

授業

時数

　

　　ステップ

　

　

          育てる力

時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間

　

時間

　

時間

時間 時間 時間
　

時間

　

時間

　

時間

　

時間
時間 時間 時間 時間

Ⅲ

他者意識・

自己理解を

深める

共有

【中学・オ①】

　

□書いた目的や意図に照らして、読み手は納得

    したか、どのような論理の展開のためかなど

     について検討する。

【中学・オ②】

　

□どのように改善すると良いかなど、次の自分

    の書く活動へ生かす具体的な視点を得る。

推敲

【中学・エ①】

　

□文章を書く目的や意図に応じた表現になって

　　いるかなどを確かめる。

【中学・エ②】

　

□読み手の立場に立った客観的な視点から、

　　目的や意図に応じた表現に整える。

【現国・エ①】

　

□文章を俯瞰して読み直し、読み手の立場に

　立って、目的や意図に応じて書かれているか

　などを点検する。

【現国・エ②】

　

□他者から助言や感想を得て、自分の文章の

　　特に優れた点や改善すべき課題を客観的な

　　視点から認識する。

□相互評価の際には、意図、表現、情報や主張

　　の妥当性などの根拠を示し合う。

□書き手との関係性を踏まえた上で、助言を

　　行う。

【論国・カ①】

　

□論理の構成や展開を見直し、主張を一貫した

　　流れに沿って整理しながら明確に表現する。

□情報伝達が効果的に行われているかを

　　見直し、読み手に伝わりやすい表現の工夫を

　　する。

□様々な読み手の立場に立って、客観的な視点

    から検討する。

□論証の的確さ、適切さを確認する。

【論国・カ②】

　

□読み手からの助言、自己評価や総合評価を

    通して自分の文章のよさを確認したり課題を

    発見し、自分の表現に役立てる。

□自らの書く活動や、推敲する活動に生かす

    ための具体的な視点を得る。

□書いたものが後々まで残る可能性を考え、

    書き手と読み手それぞれの立場で自分の

     文章を捉え直す。

【論国・エ②】

　

□自分の考えの拠り所となる客観的な事実や

　　情報の正誤、理由付けの適否などを検討

　　する。

□妥当性を裏付ける客観性や信頼性の高い

　　資料を用いて、根拠を示し、自分の考えを

　　まとめる。

関連：〔知・技〕（2）情報の整理（推論の仕方）・ウ

記述

【論国・オ①】

　

□接続表現、対比・類比、引用などの表現の

　　仕方が、文章の内容や書き手の考えを正確に

　　伝え、印象付けているかを検討する。

□段落の構造について、考えの筋道を反映して

　　組立てる。

□明快な筋道で論理を展開している。

関連：〔知技〕（１）文や文章・ウ

【論国・オ②】

　

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　形態や文体、語句を選び、言葉遣いなどを

　　工夫する。

□自分の主張の根拠、論証の過程を明確に

　　示し、批判的な読みにも堪るよう注意を払う。

関連：〔知技〕（１）文や文章・エ

【論国・ウ②】

　

□主張の根拠となる情報を取捨選択し、

　　「問い」から「答え」に至る筋道が明確に

　　　なる構成を考える。

□段落と段落の関係、接続語句を効果的に

　　使用して構成を考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・エ　or(２)情報の

整理・イ

Ⅱ
読み手にむけて、

文章の構成・

論理の展開を

工夫し、

自分の考えを

明確・的確に

伝える

考えの形成

【中学・ウ①】

　

□目的や意図、題材などに合わせて、適切な

　　表現の仕方を選び、外部の資料を引用する

　　ことで、自分の考えをより分かりやすく伝える

　　工夫をする。

□文章の種類に応じて、見出しや番号、注釈を

　　付ける。

【中学・ウ②】

□客観性や信頼性の高い資料を選び、自分の

　　考えの根拠としてふさわしいかどうかを検討

　　する。

□出典を明示し、適切な量の引用を行う。

【現国・ウ①】

　

□読み手や伝えたい情報の種類などを検討

　　した上で、最もふさわしい根拠の示し方を

　　選ぶ。

□情報の種類（自分の経験、他者の経験、

　　新聞などの情報）を検討する。

□示す方法（文章、図表、グラフ）を選ぶ。

【現国・ウ②】

　

□「全体と細部」、「箇条書きやキーワードに

　　よる手順」、「主張・根拠・論拠」などの説明

　　の仕方を、自分の考えや伝えたい事柄に

　　合わせて組み合わせる。

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　種類、文体、語句を用いる。

　

　　構成の検討

【中学・イ①】

　

□文章の種類を選択する際に、書く目的や

　　意図に応じて伝えたいことを表現するのに

　　適したものかどうかを判断する。

【中学・イ②】

　

□どのような読み手からも一定の理解を得られ

　　るように、主張を導くための筋道の通った考え

　　の進め方をする。

【現国・イ①】

　

□自分の主張を筋道立てて、読み手に正しく

　　捉えてもらうために、結論や主張を導くため

　　の論理の展開を考える。

【現国・イ②】

　

□読み手の関心や知識などを想定し、情報の

　　多寡や重要度の高さ、情報の種類などを

　　考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・オ

【論国・ウ①】

　

□読み手にとって納得できる根拠、構成や

　　展開をする。

□想定される反論や異論を踏まえて、自らの論

　　を確かなものにする。

【論国・エ①】

　

□一つの事柄を多面的に見たり多角的に考え

　　たりして、自分の考えを相対化し、適切な形に

　　まとめる。

Ⅰ

書き手として

題材を設定し、

情報を

適切に扱う

　　情報の収集

【論国・イ①】

□情報の妥当性、信頼性について、主張を支え

   る根拠として適切か、最も有効かなどを検討

   する。

□書き手の立場や発信された文脈を適切に

    踏まえたものかどうかを詳しく検討する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

【論国・イ②】

□収集した情報や資料をどのように分析・解釈

   したのかを整理し、どの立場で論じるか、論じ

　　たいことの中心となる問題点を明確にする。

□主張に対する一つ一つの根拠の整合性を

   確認する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

　　内容の検討

　

           ステップ

 学習過程

ステップ１ ステップ２ ステップ４ ステップ５

　学校段階　「科目」

授業時数 中学校　第３学年　「国語」
高等学校　共通必履修科目　　「現代の国語」（2単位）

30～４０時間程度/1年

高等学校　選択科目　「論理国語」（４単位）

５０～６０時間程度/２・３年

ステップ６

題材の設定

【中学・ア①】

□何のために、誰に対して、どのような意図を

    もって書くかなどを具体的に考える。

□地域社会の中で見聞きしたことの中から題材

    を決める。

□テレビや新聞などの様々な媒体を通じて伝え

   られることの中から題材を決める。

【中学・ア②】

□多種多様な情報から、自分の考えを支える

   根拠として客観性や信頼性の高い適切な

   情報を用いる。

□情報を取捨選択し、場合によっては再度収集

    し直す。

□情報の発信者として責任のある表現を心掛

    ける。

　

【現国・ア①】

□目的や意図に応じて、その題材が社会的に

   有益なものかを考える。

□目的や意図に応じて、どのような形で還元

   するかなどを考える。

□実体験や他教科等での学習経験と関連付け

    て適切に選択する。

【現国・ア②】

　

□個人の経験や知識だけを情報とするのでは

　　なく、複数の媒体を活用し、情報を幅広く

　　集める。

□集めた情報の妥当性(正しい、根拠として

　　適切)を検討する。

□集めた情報の信頼性(発信元などから確かな

　　ものである等)を出典の示し方から確認する。

【論国・ア①】

□興味・関心をもち、更に学び深めようと考えた

   こと、課題として意識し解決策を考えたこと

   から題材を見いだす。

□高等学校卒業後も学び深めたいと考えたこと

   などから題材を見いだす。

　

【論国・ア②】

□多種多様な情報の中から、目的や課題

   に応じた情報を適切に収集する。

□書く目的や意図に応じて、取捨選択、

   分類、情報と情報の関係を見いだして整

   理する。

題材の設定のために情報を収集、整理す目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から題

材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決める

情報の妥当性や信頼性を吟味する 主張を支える根拠をそろえる

読み手の理解を得る

（文章の種類）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（情報の分量、構成の工夫）
読み手を説得する（根拠、構成の工夫） 読み手を説得する

（論理の展開、構成の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（表現の仕方の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（資料の選び方、引用の仕方）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（根拠の示し方の工夫）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（説明の仕方、表現の仕方の工夫）

自分の主張を明確にする

（多面的・多角的な視点）

自分の主張を明確にする

（論拠や根拠の吟味）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（論理の明晰さ）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（主張が的確に伝わる）

目的や意図に応じているかを確認する

（表現）

目的や意図に応じて整える

（表現）
文章全体を整える

（目的や意図）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（論理の展開）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（読み手からの助言）

自分の文章の良い点や課題を見いだす

（他者からの助言）

文章全体を整える

（構成、展開、表現、主張）

自分の文章の特長や課題を捉え直す

（構成、展開、表現、他者からの助言）

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎を学習している。

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎が身に付いてい

る。

［目指す姿］

高等学校段階の「書くこと」の基礎について、

学習している。

［目指す姿］

高校段学校段階の「書くこと」の基礎が身に付い

ている。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」について、学習している。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」が身に付いている。
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この指導事項の文言の具体化の作業による表３への

記載は、次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ステップ５【論国・ア①】に指導事項の 

文言を具体化して示した状態 

 

⑵ 単元における学習活動の内容を項目で示す 

 複数の教員で授業を実施する際には、単元の構想や

授業の明確なイメージを共有する必要がある。 

澤井(2024)は、校内研究の改善に欠かせない視点と

して「授業イメージを共有する視点」を挙げ、「言葉

はシンプルにするほどに取り組むべきことが明確にな

り、共通理解が図られる」と述べている。 

そのため、⑴の作業に加えて、授業で行うことが考

えられる学習活動の内容を、具体化した指導事項の下

に１～３程度の項目で示す。ここで示す学習活動は、

学校や生徒の実態に応じて選び、全てを扱わなくても

よいと考える。 

例えば、表３のステップ５「論理国語」ア①におい

ては、この指導事項を扱う単元における学習活動の検

討のために、『高等学校・解説』本文の次の箇所に着

目する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここから、実際の学習活動に落とし込みやすい説明

を「～を求めている」(網掛け、囲み部分)に着目して

読み取る。その後、必要な語句を補って学習活動の項

目を立て、教員間で単元・授業のイメージの共有が容

易になるようにした(図６)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ ステップ５【論国・ア①】に学習活動の 

項目を加えた状態 

 この作業を全てのステップにおける指導事項ごとに

行った。 

なお、様々な学校、生徒の実態に応じて活用するこ

とを考え、表３では、文章の種類を指定しない。 

 

⑶ 授業時数を記入する欄を設ける 

 実際の授業、単元指導計画や年間指導計画の作成と

の関連を考え、授業時数を記入する欄を設けた。 

「高等学校・学習指導要領」では、「書くこと」領域

の授業時数は、「現代の国語」が「30～40 単位時間程

度」、「論理国語」が「50～60単位時間程度」と定めら

れている(p.35、40)。これを考慮したうえで、各校の

教育課程を踏まえた指導計画を検討する必要がある。 

 

⑷ 各ステップで「目指す姿」を示す 

 ステップ１～６において、「書くこと」の系統的な指

導によって生徒が資質・能力を身に付けた状態を示す

「目指す姿」の欄を設けた。具体的な到達点が示され

ることで、複数の教員が指導に一貫性を持たせること

ができると考えた。 

 

⑸ ［ステップ１］［ステップ２］の項目の活用による

実態把握を行う 

表３の［ステップ１］［ステップ２］には、中学校

第３学年「国語」における「書くこと」の指導事項及

び学習活動を他ステップと同様に項目立てた。 

これらを活用して、高等学校入学後、初回の授業で

生徒の学習経験を問う調査を行い、回答状況から教員

が指導の見通しを持てるようにする。この実態把握を

基に、どの指導事項に関して学び直しが必要か、授業

時数に何時間程度を要するのか等、系統的な指導の検

討にいかすことができる。 

調査は［ステップ１］［ステップ２］の項目を抽出

したアンケートを作成・実施する、この段階相当の作

文を書く等、各校の実態に応じた方法が考えられる。 

調査の結果、中学校段階の「書くこと」の基礎の学

び直しを必要とする場合は［ステップ１］を踏まえた

［ステップ２］の指導を実践する。基礎が十分に定着

していると判断できる場合は、高等学校段階にあたる

［ステップ３］から指導を始めることとなる。 

「現代の国語」の〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ｂ書くこ

と」の（1）の「ア 目的や意図に応じて，実社会の中から適切

な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝え

たいことを明確にすること。」を受けて，題材の設定の範囲を実

社会や学術的な学習の基礎に関する事柄に広げ，伝えたいこと

を明確にして，目的や意図に応じた適切な題材を決めることを

示している。また，その過程における情報の収集，整理に際し

て， 様々な立場の書き手による，様々な論点の文章・資料に広

く目を配ることを求めている。 

学術的な学習の基礎とは，専門的な学習を始めるために身に

付けておくべき基礎的な内容である。ここでは，興味・関心を

もったことの中から更に学びを深めようと考えたことや，課題

として意識し，解決策を探ろうと考えたこと，また，高校卒業

後に専門的に学問として学び深めていきたいと考えたことなど

から題材を見いだすことを求めている。  

(『高等学校・解説』p．155より引用、下線・網掛けは筆者による) 

【論国・ア①】

　

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決める

【論国・ア①】

□興味・関心をもち、更に学び深めようと考えた

   こと、課題として意識し解決策を考えたこと

   から題材を見いだす。

□高等学校卒業後も学び深めたいと考えたこと

   などから題材を見いだす。

　

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決める
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３ 研究授業等による所属校の実態把握 

表３を実際の「書くこと」領域の指導の検討のため

に活用することを考え、所属校の生徒の実態把握を踏

まえた活用例を示す。そのための実態把握の方法とし

て、次の２点を行った。 

 

⑴ 所属校での研究授業の実施 

所属校の２年生を対象に、「論理国語」の「書くこ 

と」の指導事項ア「題材の設定」を扱い、研究授業を

実施した。なお、指導事項アに関しては段階分けをせ

ずに扱った。科目間の学習の接続を踏まえて、生徒が

１年生で使用した教科書『現代の国語』(大修館書店)

と現在使用している教科書『高等学校標準論理国語』

(第一学習社)を単元指導計画の作成の参考とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元指導計画は資料１、授業で扱ったワークシート

(３枚)については資料２、３、４を参照されたい。 

授業にあたって、論理的な文章について、次のよう

に定義付け、教員と生徒間で共有した。 

研究授業のうち、本単元の学習目標に関わる指導を

行った４、５時間目の概要は次のとおりである。 

【４時間目】 

 

 

論理的な文章を書くためには、「主張」を支える根

拠となる「事実」が必要である。そこで、学校図書館

を活用して「事実」にあたる情報を集める活動を行っ

た。生徒が情報を集めやすくなるように、学校司書と

連携して、個人テーマの関連書籍等を選定し、五つの

ブースを設置する等の工夫を行った(図７)。 

 

 

図７ 学校図書館での授業 

【５時間目】 

 

 

レポートの個人テーマを設定する際に、「三角ロジッ

ク」の考え方を活用して「主張」、「事実」、「理由づけ

(論拠)」の要素を満たす論理的な文章を書くためのア

ウトラインを作成する活動を設定した。 

この授業時間内に、アウトラインを完成させること

ができた生徒は、授業の出席者 72名のうち 18名であ

り、本単元における学習活動で生徒間の進捗に最も差

が生じた活動であった。授業で扱ったワークシート③

(資料４)は、生徒が「題材の設定」にあたり、自分の

思考過程を可視化することで、論理的な文章を設計で

きるように作成したものである。 

しかし、この時間の取組状況を確認すると、アウト

ラインが完成していない生徒の多くが「主張」と「事

実」をつなぐ考えである「理由づけ(論拠)」を十分に

記入することができていなかった。授業時間の後半で

は、同じ視点で個人テーマを設定している生徒同士で

グループを組み、助言し合う時間を設けて、進度の調

整を図った。 

研究授業を通して、所属校の生徒が「論理的な文章

を書く力」を身に付けるために必要な取組は、次のよ

うなものであると考えた。 

 

 

 

 

以上のことから、前年度までに、複数の情報を扱

い、論理構成を検討する学習活動を反復する必要があ

ったと考えられる。 

一方で、学習に取り組む過程で自分が「書きたい」

ことに適した別テーマに目を向ける気付きを経験した

生徒の様子も見られた。 

⑴ 所属校での研究授業の実施 

⑵ 研究授業前後のアンケート実施 

 

研究授業の概要(期間：令和７年８月29日～９月26日) 

【単元】 

「自分が『書きたい』テーマを設定する力を身に付けよう」 

【「書くこと」の指導事項】 

ア 実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について， 

書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集， 

整理して,目的や意図に応じた適切な題材を決めることが

できる。 

【対象】第２学年４、５組(75名) 

【授業者】筆者、国語科教員３名 

 ※授業実践にあたり、筆者が担当した２クラスの授業に、所属校の国語 

科教員１名の協力があり、ともに指導を行った。同時期に、学年の他 

５クラスに対しても所属校の国語科教員２名が同じ内容を実施した。 

 

［左図］授業時の座席、資料の配置 
［右図］ブースの例 上段「フィジカル・ウェルビーイング」、 

下段「ファイナンシャル・ウェルビーイング」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇レポートのアウトラインを作成する 

 

 

 

〇学校図書館で「情報収集」を行う 

 
・複数の情報を整理する際に、「主張」の根拠となる 

「理由づけ(論拠)」を考えること 

・自分の考えを筋道立てて書き表すこと 

 

自分の「主張」を的確に伝えるために、「事実」や「理由

づけ」などの内容を筋道立てて整理した文章のこと。 
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 ５時間目終了時の生徒の「個人テーマ」(抜粋) 

生徒Ａ なぜストレスを感じやすい人が増えているのか 

生徒Ｂ なぜ疲れ、ストレスはとれにくいのか 

生徒Ｃ 信頼はどうやって得るのか 

生徒Ｄ 円滑なコミュニケーションに必要な術。 

生徒Ｅ 他者との上手な関わり方 

 単元終了時の生徒の「個人テーマ」(抜粋) 

生徒Ａ 一人ひとりのストレスを無くすために、どうしたらいいか 

生徒Ｂ 仕事でたまる疲れやストレスを軽減するには 

生徒Ｃ なぜ挨拶をする人は信用されやすいのか 

生徒Ｄ 承認欲求とコミュニケーションの関連性 

生徒Ｅ 他者と上手に関わるうえでの言葉遣いについて 

上記のように、５時間目終了時から単元終了時まで

に、個人テーマを焦点化していく変容が確認できた。

生徒たちが個人テーマについて突き詰めて考え、今後

も探究していくことができれば、生徒自身の「自分ら

しさ」や生き方にまで結び付くと感じられた。本単元

の授業実践は、生徒が文章を書き始める段階の思考を

整理し、文章作成の方向性を吟味することにつながっ

たといえる。この先の「書くこと」の他の学習過程を

より深めるものにもなると思われる。 

さらに、個人の振り返りでは、次のようなものが確

認できた(趣旨の変わらない範囲で一部表現を改めて

おり、下線は筆者による)。 

 

 

 

 

 

 

 

下線部の記述から、生徒が論理的な文章を書くこと

に意識を向け、本単元の「書きたい」テーマを設定す

る力を身に付けるための活動を通して、今後の学習に

いかそうとする意識を持ったことがうかがえる。 

 

⑵ 研究授業前後のアンケート実施 

研究授業の前後に、生徒の「書くこと」領域の学習

経験を調査するアンケートを実施した(資料５)。設問

と選択肢は、「書くこと」の指導事項の系統性を踏ま

えて、中学校段階から高等学校段階の学習経験を問う

ものを作成した。尾知(2025)の「【国語】『書くこ

と』に関するアンケート調査」を参考にし、選択肢

は、『中学校・解説』と『高等学校・解説』の本文か

らの引用を元に、生徒に伝わりやすい語句、表現にな

るように書き換えを行った。 

選択肢の各学校段階・科目の「書くこと」の指導事

項との関連は、次のとおりとした。 

 上記の選択肢を学習過程ごとに作成し、研究授業前

には、「書くこと」の指導事項に基づいて学習経験を

問い、その認識状況を調査した(学習前アンケート)。

研究授業後には指導事項ア「題材の設定」、関連する

イ「情報の収集」、「内容の検討」の学習経験を問

い、研究授業前の認識との変容を確認した(学習後ア

ンケート)。 

各アンケートの調査結果は、次のとおりである。 

「学習前アンケート」調査結果(抜粋)    N＝75 

 

「学習後アンケート」調査結果(抜粋)    N＝75 

アンケートの回答状況から、生徒の「書くこと」の

学習経験の認識状況に対して必要な学習指導・支援に

ついて、次のことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢① 中学校第１学年「国語」 

選択肢② 中学校第２・３学年「国語」 

選択肢③ 高等学校「現代の国語」 

選択肢④ 高等学校「論理国語」(基礎的な部分) 

選択肢⑤ 高等学校「論理国語」(応用的な部分) 

 

【「論理的な文章」を意識している回答】 

・論理的な文章を書く際に、調べた情報を相手に伝わるように

簡潔にまとめることが大変だと気づいた。 

・全体を通して三角ロジックを使うことでより詳しくより論理

的な文章を書くことができた。 

・論理的に一つ一つの事柄に対して事実を交えながら書けた。 

 
【学習経験の自覚や今後の学習への意識が見取れる回答】 

・今後、授業の中で題材を設定するときに理由付けと事実を意

識して取り組む。 

・これから自分のことを論理的にまとめる機会が増えると思う

ので活かしたい。 

・今までは自分が思ったことを書いただけで事実がなかったり

主張と事実が繋がってなかったけど、(授業で)ここまでやっ

てきて事実と主張が繋がっていてそこにしっかりと理由づけ

がされているから相手に伝わりやすい文章になった。 

・情報の因果関係や対比を明確にするために、読者が納得でき

るような具体例を添えるようにすると説得力が増しそう。 

・手順を踏んで文章を書くことで説得力があり、読者に疑問を

持たせない文章を書くことができる。 

［学習前アンケート］より 

・設問４～11において、①中学校第１学年「国語」に関

する学習経験があるという回答が集中した。 

 

 
・２年生の生徒たちの多くは、これまでの「書くこと」

の学習経験への認識が不十分であった。 

・実態に即した系統的な学習指導が必要である。 
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また、本単元で扱った「題材の設定」に関する学習

を終えて、「今回学習したことをどのようにいかすこ

とができるか」という質問に関して、生徒は次のよう

な回答をしている(趣旨の変わらない範囲で一部表現

を改めており、下線は筆者による)。 

 

下線部にある回答内容から、本単元を通して、生徒

たちが「題材の設定」の学習経験を確かに認識し、そ

の先の自身の活動について考えたことが見取れる。 

以上のような、研究授業での生徒の取組、振り返り

やアンケートに表れた生徒の声をいかして、所属校の

実態に即した「書くこと」の系統的な指導計画を構想

する。 

 

４ 所属校の実態に即した指導計画表の編成 

前掲の表３について、実際の指導において活用する

ために、研究授業等による実態把握から得た情報を反

映させ、活用例を示す。なお、本研究における研究授

業は、２年生を対象としているため、後述の活用例

は、生徒の実態を踏まえた今後の「書くこと」の指導

の見通しの構想となる。特に、次の３点を考慮する。 

 

 

 

 

これらを踏まえ、段階的に取り組む指導事項を選び、

所属校における「書くこと」の系統的な指導計画を編

成し、表３の活用例として示したものが表３´「『書

くこと』の系統的な指導計画表」(所属校で想定される

活用例)である。各ステップにおける指導に関する考え

方は次のとおりである。 

ただし、⑴と⑵に関しては、既に生徒たちが２年生

であることを考慮し、実際の指導においては、実態を

踏まえた今年度以降の指導にいかす考え方として示

す。 

 

［学習後アンケート］より 

・「題材の設定」に関連する設問４～６において、高等学

校段階の学習経験にあたる③④⑤の回答が微増した。 

 ・生徒が「題材の設定」に関する学習経験の必要性を

自覚したことがうかがえる。 

・回答者数は過半数に満たない現状であるため、他の

指導事項と区別を明確にすることを、今後の授業実

践における教員間の共通の理解とする。 

・問いを作る、三角ロジックの考え方を活用するなど、題材設

定をしやすい順番をいかし、論理的であり、情報が整理され

た文章を作っていきたい。 

・自分の興味のあることを探究して、色んな情報を入手してや

りやすい方法を見つけ、学習を深める。 

・テーマから外れないようにどう事実と合わせるかということ

が社会人になったりレポートをまとめるときに役立つ。 

・探究するテーマをより細かい視点に分け、課題設定すること

で自分にあった題材を決めることができる。 

・レポートとか課題に使える。複数の情報から自分が調べたい

視点を見つけるのにも活かせる。 

・より自分が探究したい内容に合わせて事実を選ぶことができ

たので、将来プレゼンや営業をする機会があったら、より聞

き手に受け取りやすい言葉を選んで使っていきたい。 

・所属校の教育課程(「現代の国語」と「論理国語」の配置) 

・研究授業等で見取った実態 

・進路選択の傾向に応じた学習内容の調整 

 

表３´ 「『書くこと』の系統的な指導計画表」(所属校で想定される活用例) ※資料９を参照されたい。 

授業

時数

ステップ３
授業

時数

授業

時数

授業

時数

　

　　ステップ

　

　

          育てる力

５

～
６

時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間

時間
時間

時間 時間 時間

　

時間

　

時間

時間 時間 時間
　

時間

　

時間

　

時間

　

時間
時間 時間 時間 時間

Ⅲ

他者意識・

自己理解を

深める

３

～
４

共有

【中学・オ①】

　

□書いた目的や意図に照らして、読み手は納得

    したか、どのような論理の展開のためかなど

     について検討する。

【中学・オ②】

　

□どのように改善すると良いかなど、次の自分

    の書く活動へ生かす具体的な視点を得る。

【現国・エ②】

　

□他者から助言や感想を得て、自分の文章の

　　特に優れた点や改善すべき課題を客観的な

　　視点から認識する。

□相互評価の際には、意図、表現、情報や主張

　　の妥当性などの根拠を示し合う。

□書き手との関係性を踏まえた上で、助言を

　　行う。

２

～
４

【論国・カ①】

　

□論理の構成や展開を見直し、主張を一貫した

　　流れに沿って整理しながら明確に表現する。

□情報伝達が効果的に行われているかを

　　見直し、読み手に伝わりやすい表現の工夫を

する。

□様々な読み手の立場に立って、客観的な視点

から検討する。

□論証の的確さ、適切さを確認する。

６

～
７

【論国・カ②】

　

□読み手からの助言、自己評価や総合評価を

    通して自分の文章のよさを確認したり課題を

    発見し、自分の表現に役立てる。

□自らの書く活動や、推敲する活動に生かす

    ための具体的な視点を得る。

□書いたものが後々まで残る可能性を考え、

    書き手と読み手それぞれの立場で自分の

     文章を捉え直す。

５

～
６

推敲

【中学・エ①】

　

□文章を書く目的や意図に応じた表現になって

　　いるかなどを確かめる。

【中学・エ②】

　

□読み手の立場に立った客観的な視点から、

　　目的や意図に応じた表現に整える。

【現国・エ①】

　

□文章を俯瞰して読み直し、読み手の立場に

　立って、目的や意図に応じて書かれているか

　などを点検する。

記述

【論国・ウ①】

　

□読み手にとって納得できる根拠、構成や

　　展開をする。

□想定される反論や異論を踏まえて、自らの論

　　を確かなものにする。

６

～
７

【論国・ウ②】

　

□主張の根拠となる情報を取捨選択し、

　　「問い」から「答え」に至る筋道が明確に

　　　なる構成を考える。

□段落と段落の関係、接続語句を効果的に

　　使用して構成を考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・エ　or(２)情報の

整理・イ

Ⅱ
読み手にむけて、

文章の構成・

論理の展開を

工夫し、

自分の考えを

明確・的確に

伝える

２

～
３

【論国・エ①】

　

□一つの事柄を多面的に見たり多角的に考え

　　たりして、自分の考えを相対化し、適切な形に

　　まとめる。

６

～
７

【論国・エ②】

　

□自分の考えの拠り所となる客観的な事実や

　　情報の正誤、理由付けの適否などを検討

　　する。

□妥当性を裏付ける客観性や信頼性の高い

　　資料を用いて、根拠を示し、自分の考えを

　　まとめる。

関連：〔知・技〕（2）情報の整理（推論の仕方）・ウ

５

～
７

【論国・オ①】

　

□接続表現、対比・類比、引用などの表現の

　　仕方が、文章の内容や書き手の考えを正確に

　　伝え、印象付けているかを検討する。

□段落の構造について、考えの筋道を反映して

　　組立てる。

□明快な筋道で論理を展開している。

関連：〔知技〕（１）文や文章・ウ

６

～
７

【論国・オ②】

　

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　形態や文体、語句を選び、言葉遣いなどを

　　工夫する。

□自分の主張の根拠、論証の過程を明確に

　　示し、批判的な読みにも堪るよう注意を払う。

関連：〔知技〕（１）文や文章・エ

６

～
７

考えの形成

【中学・ウ①】

　

□目的や意図、題材などに合わせて、適切な

　　表現の仕方を選び、外部の資料を引用する

　　ことで、自分の考えをより分かりやすく伝える

　　工夫をする。

□文章の種類に応じて、見出しや番号、注釈を

　　付ける。

【中学・ウ②】

□客観性や信頼性の高い資料を選び、自分の

　　考えの根拠としてふさわしいかどうかを検討

　　する。

□出典を明示し、適切な量の引用を行う。

【現国・ウ①】

　

□読み手や伝えたい情報の種類などを検討

　　した上で、最もふさわしい根拠の示し方を

　　選ぶ。

□情報の種類（自分の経験、他者の経験、

　　新聞などの情報）を検討する。

□示す方法（文章、図表、グラフ）を選ぶ。

【現国・ウ②】

　

□「全体と細部」、「箇条書きやキーワードに

　　よる手順」、「主張・根拠・論拠」などの説明

　　の仕方を、自分の考えや伝えたい事柄に

　　合わせて組み合わせる。

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　種類、文体、語句を用いる。

４

～
５

３

～
４

【現国・イ②】

　

□読み手の関心や知識などを想定し、情報の

　　多寡や重要度の高さ、情報の種類などを

　　考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・オ

Ⅰ

書き手として

題材を設定し、

情報を

適切に扱う　

情報の収集

【論国・イ①】

□情報の妥当性、信頼性について、主張を支え

   る根拠として適切か、最も有効かなどを検討

   する。

□書き手の立場や発信された文脈を適切に

    踏まえたものかどうかを詳しく検討する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

５

～
６

【論国・イ②】

□収集した情報や資料をどのように分析・解釈

   したのかを整理し、どの立場で論じるか、論じ

　　たいことの中心となる問題点を明確にする。

□主張に対する一つ一つの根拠の整合性を

   確認する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

　

内容の検討

４

～
５

２

～
４

　構成の検討

【中学・イ①】

　

□文章の種類を選択する際に、書く目的や

　　意図に応じて伝えたいことを表現するのに

　　適したものかどうかを判断する。

【中学・イ②】

　

□どのような読み手からも一定の理解を得られ

　　るように、主張を導くための筋道の通った考え

　　の進め方をする。

【現国・イ①】

　

□自分の主張を筋道立てて、読み手に正しく

　　捉えてもらうために、結論や主張を導くため

　　の論理の展開を考える。

３

～
４

２

～
３

ステップ６

題材の設定

【中学・ア①】

□何のために、誰に対して、どのような意図を

    もって書くかなどを具体的に考える。

□地域社会の中で見聞きしたことの中から題材

    を決める。

□テレビや新聞などの様々な媒体を通じて伝え

   られることの中から題材を決める。

【中学・ア②】

□多種多様な情報から、自分の考えを支える

   根拠として客観性や信頼性の高い適切な

   情報を用いる。

□情報を取捨選択し、場合によっては再度収集

    し直す。

□情報の発信者として責任のある表現を心掛

    ける。

　

【現国・ア①】

□目的や意図に応じて、その題材が社会的に

   有益なものかを考える。

□目的や意図に応じて、どのような形で還元

   するかなどを考える。

□実体験や他教科等での学習経験と関連付け

    て適切に選択する。

【現国・ア②】

　

□個人の経験や知識だけを情報とするのでは

　　なく、複数の媒体を活用し、情報を幅広く

　　集める。

□集めた情報の妥当性(正しい、根拠として

　　適切)を検討する。

□集めた情報の信頼性(発信元などから確かな

　　ものである等)を出典の示し方から確認する。

【論国・ア①】

□興味・関心をもち、更に学び深めようと考えた

   こと、課題として意識し解決策を考えたこと

   から題材を見いだす。

□高等学校卒業後も学び深めたいと考えたこと

   などから題材を見いだす。

　

【論国・ア②】

□多種多様な情報の中から、目的や課題に応じ

　　た情報を適切に収集する。

□書く目的や意図に応じて、取捨選択、　分類、

　　情報と情報の関係を見いだして整理する。

関連：〔知・技〕(２)情報の整理・イ

　　　　  　ステップ

  学習過程

ステップ１ ステップ２ ステップ４ ステップ５

３

～
４

　学校段階と科目 中学校　第３学年　「国語」
高等学校　共通必履修科目　　「現代の国語」（2単位）

30～４０時間程度/1年

高等学校　選択科目　「論理国語」（４単位）

５０～６０時間程度/２・３年

題材の設定のために情報を収集、整理する目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から題

材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決める

情報の妥当性や信頼性を吟味する 主張を支える根拠をそろえる

読み手の理解を得る

（文章の種類）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（情報の分量、構成の工夫）
読み手を説得する（根拠、構成の工夫） 読み手を説得する

（論理の展開、構成の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（表現の仕方の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（資料の選び方、引用の仕方）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（根拠の示し方の工夫）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（説明の仕方、表現の仕方の工夫）

自分の主張を明確にする

（多面的・多角的な視点）

自分の主張を明確にする

（論拠や根拠の吟味）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（論理の明晰さ）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（主張が的確に伝わる）

目的や意図に応じているかを確認する

（表現）

目的や意図に応じて整える

（表現）
文章全体を整える

（目的や意図）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（論理の展開）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（読み手からの助言）

自分の文章の良い点や課題を見いだす

（他者からの助言）

文章全体を整える

（構成、展開、表現、主張）

自分の文章の特長や課題を捉え直す

（構成、展開、表現、他者からの助言）

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎を学習している。

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎が身に付いている。

［目指す姿］

高等学校段階の「書くこと」の基礎について、

学習している。

［目指す姿］

高校段学校段階の「書くこと」の基礎が身に付い

ている。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」について、学習している。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」が身に付いている。
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⑴ ［ステップ２］の指導計画 

２年生を対象とした研究授業等の実態把握で得られ

た情報を［ステップ２］における学び直しが必要かど

うかの判断材料とする。 

アンケートの結果から、生徒たちには、「書くこ

と」の学習経験を明確に認識する必要があったと考え

られる。また、研究授業での実態把握からも「理由づ

け(論拠)」を考えて書き表す学習に反復の必要があっ

たと見取れたため、前年度に［ステップ２］における

中学校第３学年「国語」の「書くこと」の指導事項イ

「構成の検討」、ウ「考えの形成」、「記述」の学び

直しを８～10時間程度をかけた指導を通して行えると

よい(表３´点線枠で示した部分)。 

 

⑵ [ステップ３］、［ステップ４］の指導計画 

［ステップ２］における学び直しの時間を踏まえ

て、高等学校段階の学習が始まる［ステップ３］では

12～16時間、［ステップ４］では８～14時間程度をか

けて指導を行う。「現代の国語」は、指導事項ア～エ

を高等学校初年度の１年間の十分な時間をかけて扱う

ことができるため、所属校のように一部の学び直しを

行ったうえで「現代の国語」の学習を始めることも可

能であると考えられる。 

１年生修了時には生徒たちがステップ４に到達して

いることを目指す(表３´点線枠で示した部分)。 

 

⑶ ［ステップ５］、［ステップ６］の指導計画 

所属校では、３年生の１学期から２学期前半にかけ

て進路活動に取り組む生徒が多い傾向があることを考

慮し、２年生のうちに34～40時間程度をかけて「論理

国語」の「書くこと」の指導事項を全て扱うことが望

ましい(表３´太線枠で示した部分)。その際、指導

事項ア、イ、ウは段階を分けずに扱い、エ、オ、カは

基礎段階を扱う。これは、生徒の進路活動において、

自分の主張を的確に表現すること、他者意識をもって

文章を書く過程で自己理解を深める場面が想定され、

「育てる力」のⅡ、Ⅲに関して段階的に指導する必要

があるためである。これに伴って、３年生では16～20

時間程度を使い、指導事項エ「考えの形成」、オ「記

述」、カ「推敲」、「共有」を段階的に指導できるよ

うに計画する(表３´二重線枠で示した部分)。 

以上の⑴～⑶を踏まえた指導計画を、表３に組み込

むことで、所属校の実態に即した「書くこと」の系統

的な指導計画を構想し、表３´として表した。 

 

研究のまとめ 

 

１ 成果と課題 

本研究では、「学習指導要領」の「書くこと」の指

導事項を分析し、各学校段階と科目間の学習の接続を

踏まえた「『書くこと』の系統的な指導計画表」を作

成した。そして、研究授業等を通した実態把握による

情報を反映させ、所属校において想定される活用例を

示し、教員による指導計画の検討の具体的な運用を提

示した。 

この「『書くこと』の系統的な指導計画表」を活用

することによって、教員は、「書くこと」の指導事項

の内容を授業として具現化しやすくなるだろう。ま

た、その指導を受ける生徒たちは、系統的に学習を積

み重ねることで、「書くこと」の資質・能力を身に付

けることが期待できる。 

そして、「論理的な文章を書く力」を身に付けるこ

とによって、生徒たちは、実社会での場面において、

自らの考えを自身の経験に基づく言葉とともに、情報

を活用して論理的に他者に伝え、交流し、自己実現に

向かうことができると考えられる。 

さらに、表３´で活用例を示したように、指導事

項に要する授業時数等を学校の実態に応じて調整する

ことができる点から、所属校だけでなく、教育課程に

「現代の国語」と「論理国語」を配置する他の学校で

も活用できる汎用性を持ち併せると考えられる。 

この手立ての活用により、各校の国語科教員が「書

くこと」の系統的な指導計画を協同して検討すること

ができる。これは、カリキュラム・マネジメントの視

点を持ち、高等学校における言語能力の育成の一端を

担うことにもつながる。 

この「『書くこと』の系統的な指導計画表」を実際

に活用して、その効果を検証することに関しては、今

後の課題とする。指導の過程で修正を加える等、実際

の授業を通して様々な学校の教育課程、生徒の実態に

応じた「『書くこと』の系統的な指導計画表」の有用

性を明らかにしていく必要がある。 

 

２ 今後の展望 

 本研究の「『書くこと』の系統的な指導計画表」

は、教員が協同的に指導計画を検討するために作成し

ている。今後は、実践を経て、教員と生徒が「書くこ

と」の学習指導の見通しを共有できることを目指した

い。 

 なお、本研究では、所属校の３年間の教育課程を踏

まえて研究を進めたが、「『書くこと』の系統的な指

導計画表」は、３年間以上の教育課程を有する学校に

おいても、段階的・系統的な指導の実現に向けて取り

入れることができると考えている。 

そして、「現代の国語」と「論理国語」の学習内容

の接続により、「論理的な文章を書く力」に着目した

が、冒頭で述べたように、文学的な文章を書く指導に

おいても系統的な指導は必要である。各校の教育課程

に応じて、「書くこと」領域を扱う他の科目間の関連

を考えた「『書くこと』の系統的な指導計画表」を編
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成していくことも必要だろう。 

また、高等学校国語科における系統的な指導は、

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこ

と」の全ての領域で必要な指導である。これら３領域

のバランスのよい系統的な指導を充実させ、生徒の資

質・能力の育成を図っていくことが重要である。 

特に、学習過程が「書くこと」領域と類似する「話

すこと・聞くこと」領域の指導においても、前掲の表

３を応用することが可能である。このように、表３

は、各校の教育課程や生徒の実態に応じて調整し、系

統的な指導にいかすことができる。 

さらに、本研究における「書くこと」を系統的に指

導する視点は、次期学習指導要領改訂の際にも必要で

あると考えている。 

教育課程企画特別部会(2025)「次期学習指導要領に

向けた基本的な考え方」は、生徒たちの「自らの人生

を舵取りする力」と「民主的で持続可能な社会の創り

手」を育成することを目指し、教育機関における「言

葉を用いて思考を深めていく指導」に改めて注目して

いる。 

高等学校国語科の「書くこと」領域をはじめとする

表現指導の充実が、今後も社会からますます求められ

るだろう。その際に、教員が「書くこと」領域の指導

における系統性を理解して授業にいかす考え方は、生

徒が必要とする「書く力」に向き合い、実態に即して

生徒を育成していくうえで必ず役立つはずである。 

 

おわりに 

 

 本研究を進めるにあたり、所属校教職員の皆様、２

学年生徒の皆様に御理解・御協力いただいたこと、多

くの方々に「書くこと」の指導研究に関わっていただ

き、御指導いただいたことに深く感謝申し上げる。 

この研究が高等学校国語科における「書くこと」領

域の指導の一助となることができれば幸いである。 

 

[指導担当者] 

 上田 かおり１ 石松 敦子１ 清野 史康２ 
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単元指導計画            ８/15版 

教科名：国語 

１ 科目名「論理国語」（第２学年） 

２ 単元名「自分が『書きたい』テーマを設定する力を身に付けよう」 

３ 単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力） 

（１）情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め使うことがで

きる。                            〔知識及び技能〕⑵イ 

（２）実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について、書き手の立場や論点などの様々な観点か

ら情報を収集，整理して、目的や意図に応じた適切な題材を決めることができる。 

〔思考力・判断力・表現力等〕Ａ⑴ア 

（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、 

我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

〔学びに向かう力、人間性等〕 

４ 本単元における言語活動 

 設定した題材について多様な資料を集め、調べたことを整理して、様々な観点から自分の意見や考え

を論述する活動。（関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ⑵エ） 

 

５ 単元の評価規準 ａ: 知識・技能 ｂ：思考・判断・表現等 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報を重要度や抽象度などによ

って階層化して整理する方法に

ついて理解を深め使っている。

（⑵イ） 

「書くこと」において、実社会や

学術の学習の基礎に関する事柄

について、書き手の立場や論点な

どの様々な観点から情報を収集，

整理して、目的や意図に応じた適

切な題材を決めている。（Ａ⑴ア） 

 

レポートを書くことを通して、実

生活や既習の学習などに基づい

て、必要な情報を収集、整理して、

独自の視点をもって適切な題材

を決め、その題材にふさわしい情

報を集め、主張を支える根拠をそ

ろえる過程で粘り強く学習に取

り組み、自らの学習を調整しよう

としている。 

 

６ 単元の指導と評価の計画（７）時間扱い  〇「記録に残す評価」  

次 時 学習活動 ａ ｂ ｃ 評価のポイント・指導上のポイント 

１ １  

 

 

 

⑴学習の見通しをもつ。（10分） 

⑵Googleドキュメント課題シート

①の課題作文に取り組む。 

（25～30分） 

・「よりよく生きること」を 

実現するために、どのようなことを

したいか、自分の考えを書く。 

※８月 29日（金）～９月３日

（水）まで 40分授業 

   指 

⑴「論理的な文章を書く力」を身に付け 

るため、既習事項と関連付けて学習を進 

める本単元の学習の見通しをもたせる。 

 

⑵「よりよく生きること」について、 

生徒は、現時点で知っていること、経験して

きたことのみを材料にして文章を書く。 

【Google ドキュメント課題シート①への取

組】 

 

・次時から、レポートを書き始める際の「題

材の設定」を学習することを伝える。 

〇学習の見通しをもつ。 

〇課題作文に取り組む。 

【Googleドキュメント課題シート①】 

 資料 1  



 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

 

 

 

⑴本単元における「レポー 

ト」の定義を確認する。（５分） 

ワークシート①の１ 

 

⑵「問い」を作る練習を通して、題

材を設定する方法を学習する。           

（20分） 

ワークシート①の２（１） 

身近な生活における事柄について具

体的な「問い」を立て、題材の設定

を練習する。 

《１～４班》「ＳＮＳの利用」 

《５～10班》「書き言葉」 

⇒各班１つの「問い」を選び、全体

で共有する。（板書） 

 

⑶実社会における「ウェルビーイン

グ」の実現について、各自の個人テ

ーマを仮設定する。  （27分） 

ワークシート①の２（２）  

・「問い」を立てるうえで必要な視

点を知る。（教材スライド） 

・「ウェルビーイング」の定義を知

る。 

ワークシート①の３ 

・「個人のウェルビーイングを測る

５つの視点」から１つを選び、その

視点をもとに個人テーマを仮設定す

る。 

 

 

 

 

 
 

・レポートを書く目的と意図を確認

し、具体例、具体的な問いを作り、

個人テーマを仮設定する。 

 

 

 

 

・個人で考える。（５分） 

・班で意見交換をする。（10分） 

    

指 

⑴ 教材スライドで次の内容を表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

指 

⑵ 身近な生活における事柄について、 

具体的な疑問を「なぜ～なのか。」、「どうし

て～だろうか。」等の形式で挙げ、「問い」を

作る。各班で案を出し合い、問いの作り方を

理解しているかを点検する。 

「記述の点検」 

【ワークシート①への取組】 

参考：「レポートを書く」、ウォームアップ、ワー

ク①（『現代の国語』大修館書店Ｐ．238～239） 

 

指 

⑶教材スライドを表示し、「問いを立てる」

うえで、必要な視点を示す。 

 

 

 

 

 

 

参考：上野千鶴子「問いを立てる」（『現代の

国語』大修館書店Ｐ．243～244） 

・本単元では、下線部「小さな問い」、「デー

タアクセスできる問い」を扱うことを指示す

る。 

・教材スライドを用いて、「ウェルビーイン

グ」の定義等を説明する。 

 

指 

⑶個人テーマの設定について、次のことを伝

える。 

・次時までの間に具体的になること、変化す

ることがあってもよい。 

・個人テーマについて、レポートの目的を踏

まえているかを確認して設定する。 

 

・次時、「論理的な文章」とは、どのような

文章かを学習することを伝える。 

「レポート」とは、 

社会で起きている様々な出来事から、自分

でテーマを設定し、客観的な事実を用いて考

察し、第三者に伝える文章。 

「答えのない問い・答えの出る問い」 

「ありきたりな問い・ユニークな問い」 

「大きな問い・小さな問い」 

「データアクセスできる問い・できない問い」 

５つの視点 

・仕事への納得感、やりがい 

・他者との深い関わり、愛情 

・経済的な満足、充実 

・心と体の健康、エネルギー 

・地域とのつながり 

目的と意図  

実社会にある事柄の中で、自分が実

現したいと考えることを第三者に伝え

る。 

〇「問い」を作る練習をする。 
〇個人テーマの仮設定をする。 

【ワークシート①】 



 

 

 

３  

 

 

 

 

 

⑴個人テーマを考える。 

ワークシート①の３ 

・前時に続き、仮設定する個人テー

マを個人で考える。（10分） 

⑵「論理的な文章」を知る。 

ワークシート②の１ 

・レポートに書く文章は「論理 

的な文章」である必要があることを

知る。 

⑶「三角ロジック」の考え方を 

知る。        （25分） 

ワークシート②の２ 

・「三角ロジック」の考え方を知り、

筋道を立てた文章には、「主張」、「事

実（根拠）」、「理由づけ（論拠）」が必

要であることを学ぶ。 

ワークシート②の３          

・実社会での「キャッシュレス 

決済」について「理由づけ」を自分で

考え、ペアで意見交換をする。 

・どのような「理由づけ」ができるの

かを全体で共有する。 

 

 

⑷個人テーマの設定に必要な 

情報を集める準備をする。（17分） 

ワークシート②の４ 

・個人テーマを設定するために、三

角ロジックを成立させるには、どの

ような「事実」が必要かを考え、そ

の情報を集める活動に向けたメモを

作成する。 

・次時に行う資料探しのための見通

しを立てる。 

⑸本設定する個人テーマをフォーム

に回答する。 

    

指 

⑴ ワークシート①では「仮設定」だが、こ 

の時間の学習活動の最後には、「本設定」する

ことを伝える。「問い」の作り方の手順を理解

し、個人テーマの仮設定に取り組めているか

を確認する。 

「記述の確認」 

【ワークシート①への取組】 

指 

⑵教材スライドで次の内容を表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 

⑴⑵⑶「三角ロジック」の考え方に基づいて、

「論理的な文章」に必要な要素「主張」、「事実

（根拠）」、「理由づけ（論拠）」を示す。 

ワークシート②の２、３の学習活動を通して

論理的な文章の構造を理解している様子を点

検する。 

「記述の点検」 

【ワークシート②への取組】 

 

⑷個人テーマの設定に関して、必要な情 

報を探すために、集めたい情報や調べたい事

柄について考えることができていることを点

検する。 

「記述の点検」 

【ワークシート②への取組】 

 

 

 

⑸本設定する個人テーマの視点をフォームに

回答させ、５時間目の学習活動時の班分けに

いかす。 

※各自の調べたい事柄を把握するため、ワー

クシート②はこの時間に回収する。 

３ ４  

 

 

 

   指 

・授業の始めに、ワークシート②を返却、ワ

ークシート③及び③資料の追加用プリントを

配付する。 

「論理的な文章」とは  

「自らの主張や考え」を「相手に効果的に受け入れ

られるよう、論拠に基づいて効果的に構築」されて

いる文章（『解説国語編』） 

自分の「主張」を的確に伝えるために、「事実」や

「理由づけ」などの内容を筋道立てて整理した文章

のこと。 

〇「三角ロジック」を活用し、論

理的な文章の要素を知る。 

〇図書館での資料探しの準備を

する。 

【ワークシート②】 

〇個人テーマの「事実」にあたる
情報を集めるために、図書館で資
料を探す。 
【ワークシート③及び、③資料の追加用プリント】 



 

 

 

⑴学校図書館を利用し、複数の 

資料を集め、個人テーマの設定に必

要な情報を集める。 （30分） 

ワークシート③の１ 

・前時の振り返り、本時の活動につ

いて確認する。 

ワークシート③の２ 

・引用箇所をワークシート③に２つ

以上記入する。 

※９月 11日（木）40分授業。 

①２－７、⑥２－４ 

指 

⑴個人テーマの設定にあたって、どのような

情報が集められるかを検討させる。複数の資

料から探すよう指示する。情報の妥当性や信

頼性についても考えて、情報を集めている様

子を点検する。 

（例）書籍、新聞記事、インターネット 

   「朝日けんさくくん」の活用 等 

参考：「レポートを書く」、ワーク②（『現代

の国語』大修館書店Ｐ．238～239）等 

        「記述の点検」 

【ワークシート③、③追加用プリントへの取組】 

４ 

 

５  
 
 
 
 
 

⑴収集した情報の重要度や抽 

象度に着目して整理し、レポートに

アウトラインを作成する。 

（20分） 

ワークシート③の３ 

・「個人テーマ」、「主張」、集めた情

報をもとに、必要な「事実」を吟味し

て記入し、レポートのアウトライン

を作成する。 

・「主張」、「事実」をつなぐ「理由づ

け」、それらを踏まえた「結論」を記

入する。     

⑵同じ分野の班に分かれ、必要 

な情報が揃っているか、他者はどの

ような視点で情報を収集したのか等

を確認する。   （22分） 

⑶⑵をふまえて、アウトラインを修

正、完成させる。   （10分） 

○ ○  参考：「構成を考えてレポートを書く」３.アウ

トラインを作る、４．考察に必要な資料を整理

し直す（『標準論理国語』第一学習社Ｐ.248～

250） 

評 

⑴ レポートのアウトラインとして、次の 

観点で必要な記述ができているかを確認す

る。 

・個人テーマの設定のために、調べた事柄から

必要な「事実」を記述できている。 

〔知識・技能〕「記述の確認」 

【ワークシート③への取組】 

指 

⑵各班のなかで⑴を共有し、各自の設定 

する題材に必要な情報が揃っているか等の意

見交換を行わせる。 

評 

⑵ ⑵を踏まえて、アウトラインを修正、完 

成しているかどうかを確認する。 

・「個人テーマ」、「主張」、「理由づけ」、 

「結論」を筋道立てて記入できている。 

〔思考・判断・表現〕「記述の確認」 

【ワークシート③への取組】 

６  

 

 

⑴アウトラインをもとに、 

Googleドキュメント課題シート【課

題１】に取り組み、レポートを書き

進める。   （47分） 

 

⑵ 次時の連絡。    （５分） 

    

 

指 

⑴Googleドキュメント課題シート②に取 

り組ませる。 

・レポートを書くうえでの疑問点、題材 

の設定に関する不安などに適宜対応する。 

 

⑵次時での学習活動の流れを連絡する。 

〇前時の活動をふまえて、レポー
トの個人テーマを本設定し、アウ
トラインを作成する。 

【ワークシート③】 

〇レポートを書く。 

【Googleドキュメント課題シート②】 

 



 

 

 

５ ７  

 

 

 

 

 

 

⑴課題シート②【課題２】に取り組

む。      （25分） 

・ペアを組み、題材の設定に関し

て、情報の収集や整理ができている

か等の観点で点検、助言し合う。   

・⑴を踏まえて、自分の文章 

を推敲する。    

 

⑵課題シート②【課題３】に取り組

む。      （22分） 

・１時間目に自分が書いた文 

章と本時までに書き終えたレポート

を読み比べ、記述状況の変化を確認

する。  

  

⑶まとめ      （５分） 

 

  〇  

 

指 

⑴読み手は、次の点について点検し、 

よい点、改善点をドキュメントの記入欄に入

力し、助言を行う。 

・実社会の中から、自分が実現したいことを考

えて、題材を設定している。 

・題材の設定するために、様々な観点から複数

の情報を集めている。 

・題材の設定するために、集めた情報を整理し

て必要なものを選び、活用している。 

 

評 

⑴ 他者の点検をもとに、推敲した文章、 

取組の状況を分析する。 

〔主体的に学習に取り組む態度〕「記述の分析」 

【Googleドキュメント課題シート②への取組】 

評 

⑵ 題材の設定の際に、情報を集め、必要な 

情報を整理する取組の状況、自己の文章につ

いて、学習前後の変化を捉えていることを分

析する。 

 〔主体的に学習に取り組む態度〕「記述の分析」 

【Googleドキュメント課題シート②への取組】 

 

７ 指導と評価の計画における評価方法の記載 

⑴ 記述の点検：学習の中で記述された内容が評価規準を満たしているかどうかを、机間指導などにより「点検」

する。「指導に生かす評価」に用いる。 

⑵ 記述の確認：学習の中で記述された内容が評価規準を満たしているかどうかを、提出物などにより 

「確認」する。「記録に残す評価」に用いる。 

⑶ 記述の分析：ノートや提出物などの「分析」を行うことにより、評価規準に照らして実現状況の高まりを評価

する。「記録に残す評価」に用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「題材の設定」ができている 
かを課題シート②をもとに確認
する。 
〇自分が書いた文章について。学
習前後における変容を確認する。 

【Googleドキュメント課題シート②】 
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設
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２
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番
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は
じ
め
に
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認
し
よ
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◎
こ
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と
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      ◎
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理
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社
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め
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い
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な
立
場
や
論
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ま
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整
理
し
て
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
た
題
材
（
テ
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マ
）
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レ
ポ
ー
ト
を
書
く
活
動
を
通
し
て
、自
分
の
視
点
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も
っ
て
適
切
な
題
材
（
テ
ー
マ
）
を 

決
め
る
た
め
の
手
順
や
考
え
方
を
身
に
付
け
よ
う
。                       

 

 

（ 

社
会 

 

）
で
起
き
て
い
る
様
々
な
出
来
事
に
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目
し
、
自
分
で
テ
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マ
を
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、
客
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な
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事
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用
い
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考
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第
三
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文
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例
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」
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員
か
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全
体
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さ
れ
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も
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体
例
を
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「
中
華
料
理
」 

 
 
 
  

 
 

 
 

 

「
な
ぜ
？
」
「
ど
う
し
て
？
」
と
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、 

 

具
体
的
な
「
問
い
」
を
作
る
。 

＝ 

自
分
の
視
点
で
題
材
を
設
定
す
る
。 

 

  
 
 

「
な
ぜ
、
中
華
料
理
は
辛
い
の
か
。」
（
個
人
テ
ー
マ …

 

生
徒
が
考
え
る
も
の
） 

 

２  

個
人
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
練
習
を
し
よ
う  

⑴
私
た
ち
は
、身
近
な
生
活
の
中
で
、ど
の
よ
う
な
疑
問
を
感
じ
、そ
れ
を
も
と
に 

「
問
い
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

指
定
さ
れ
た
【
大
き
な
テ
ー
マ
】
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
情
報
を
集
め
よ
う
。
調
べ
た
情
報
の
中
か
ら
、
「
な
ぜ
？
」
「
ど
う
し
て
？
」

「
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
感
じ
た
こ
と
に
注
目
し
、
具
体
的
な
問
い
【
個
人
テ
ー
マ
】
を

考
え
て
み
よ
う
。 

            

【
大
き
な
テ
ー
マ
】
身
近
な
生
活
に
お
け
る
「
〇
〇
〇
」
に
つ
い
て 

１
～ 

４ 

班
： 

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
」
に
つ
い
て 

５
～ 

10

班
：「
書
き
言
葉
」
に
つ
い
て 

具
体
例 

     

具
体
的
な
問
い 

     
 
 
  

 
  

班
の
中
で
発
表
し
た
い
「
問
い
」
を
一
つ
選
び
、全
体
で
共
有
し
よ
う
。 

 

答
え
の
出
な
い
問
い 

・ 

答
え
の
出
る
問
い 

あ
り
き
た
り
な
問
い 

・ 

ユ
ニ
ー
ク
な
問
い 

 

大
き
な
問
い       

・ 

小
さ
な
問
い  

 

デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
問
い 

・ 

デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
問
い 

      

 

３  

個
人
テ
ー
マ
を
仮
設
定
し
よ
う  

【
こ
の
単
元
で
取
り
組
む
題
材
（
大
き
な
テ
ー
マ
）
】 

            

実
社
会
に
お
け
る
「
私
」
の
（  

 
 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ 

  
 
 

）
の
実
現
に
つ
い
て 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
へ
続
く 

〈
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
の
目
標
〉  

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
際
に
、
個
人
テ
ー
マ
（
書
き
た
い
こ
と
）
を
設
定
す
る
方
法
を
学
習
し
よ
う
。 

 

 

目
的
と
意
図 

実
社
会
に
あ
る
事
柄
の
中
で
、
自
分
が
実
現
し
た
い
と
考
え
る
こ
と
を
第
三
者
に
伝
え
る
。 

 

仕
事
へ
の
納
得
感 

・ 

他
者
と
の
深
い
関
わ
り 

・ 

経
済
的
な
満
足 

 

心
と
体
の
健
康 

・ 

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り 

 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

キャリア・ウェルビーイング        仕事への納得感・やりがい 

 

ソーシャル・ウェルビーイング       

ファイナンシャル・ウェルビーイング       

フィジカル・ウェルビーイング       

コミュニティー・ウェルビーイング       

《個人のウェルビーングを測る 5 つの視点》 

参考：ベネッセ ウェルビーイング Lab「ウェルビーイングってなんだろう」より 

・次
の
５
つ
の
う
ち
、ど
の
視
点
か
ら
考
え
る
か
を
決
め
、○
を
付
け
よ
う
。 

   

具
体
例 

    

具
体
的
な
問
い 

     
 

 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ◎
個
人
テ
ー
マ
（
「
具
体
的
な
問
い
」
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、よ
り
詳
し
く
「
問
い
」
を
作
る
） 

 

 他者との深い関わり、愛情 

 経済的な満足、充実 

 

 心と体の健康、エネルギー 

 地域社会とのつながり 

 

 資料２  



 

 

 

論
理
国
語 

「
自
分
が
『
書
き
た
い
』
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
力
を
身
に
付
け
よ
う
」  

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
② 

   

２
年 

  

組 
   

番
（       

         
 
 
 
 
              

） 

          

１  

は
じ
め
に
確
認
し
よ
う 

 

◎
「
レ
ポ
ー
ト
」
と
は
、 

    
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

客
観
的
な
事
実
を
、第
三
者
に
伝
え
る
た
め
に
は
、 
説
得
力
が
必
要
。 

  

 

    

◎
「
論
理
的
な
文
章
」
と
は
、 

            

３  

実
社
会
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
、論
理
的
に
考
え
て
み
よ
う 

   
  

                            

                                                            

社
会
で
起
き
て
い
る
様
々
な
出
来
事
に
注
目
し
、
自
分
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、 

客
観
的
な
事
実 

を
用
い
て
考
察
し
、 

第
三
者 

に
伝
え
る
文
章
。 

 

２  

「
論
理
的
な
文
章
」
を
書
く
た
め
に
必
要
な
考
え
方
を
知
ろ
う 

   
 

個
人
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
自
分
の
「
主
張
」
を
説
得
力
を
も
っ
て
相
手
に
伝
え
る
に
は
、 

そ
の
根
拠
と
な
る
「
事
実
」
と
「
理
由
づ
け
」
が
必
要
に
な
る
。
「
主
張
」
、
「
事
実
」
、「
理
由
づ

け
」
の
三
点
を
意
識
し
て
、文
章
を
つ
く
る 

三
角
ロ
ジ
ッ
ク 

の
考
え
方
を
身
に
付
け
よ
う
。 

        

４  

個
人
テ
ー
マ
の
設
定
の
た
め
に
必
要
な
情
報
は
何
か
、考
え
よ
う 

   

個
人
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
だ
ろ
う
か
。 

三
角
ロ
ジ
ッ
ク
の
考
え
方
を
思
い
出
し
て
、
個
人
テ
ー
マ
に
関
す
る
「
事
実
」
に
あ
た
る

「
情
報
」
を
学
校
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
通
し
て
集
め
て
み
よ
う
。 

              

「
レ
ポ
ー
ト
」
に
書
く
文
章
は
、相
手
を
説
得
で
き
る
よ
う
に
、 

 

「 

論
理
的
な
文
章 

」
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。 

 
  

「
個
人
テ
ー
マ
」
《
本
設
定
》 

   若
楓
さ
ん
の
個
人
テ
ー
マ  

自
転
車
事
故
は
、ど
う
し
た
ら
防
げ
る
（
減
ら
せ
る
）
だ
ろ
う
か
。 

ど
う
す
れ
ば
、
自
転
車
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

（
例
）
自
転
車
事
故
に
つ
い
て 

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
に
示
す
場
合
、「
理
由
づ
け
」
の
枠

内
に
当
て
は
ま
る
こ
と
と
し
て
、
あ
な
た
は
、ど
の
よ
う
な
内
容
を
考
え
ま
す
か
。 

「
主
張
」
と
「
事
実
」
を
つ
な
ぐ
考
え
を
意
識
し
て
、
記
入
し
な
さ
い
。 

 

〈
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
の
目
標
〉  

・「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」
の
考
え
方
を
身
に
付
け
、
「
論
理
的
な
文
章
」
と
は
、ど
の
よ
う
な
文
章 

な
の
か
を
理
解
し
よ
う
。 

・ 

個
人
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要
か
、
考
え
よ
う
。 

  
 
 

自
分
の
「
主
張
」
を
的
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
「
事
実
」
や
「
理
由
づ
け
」
な
ど
の
内
容
を 

筋
道
立
て
て
整
理
し
た
文
章
の
こ
と
。  

  

「
個
人
テ
ー
マ
」
に
関
し
て
集
め
た
い
情
報
や
調
べ
た
い
こ
と
の
メ
モ
を
作
ろ
う
。 

 資料３  

 

今年に入って、自転

車事故が 10 件起き

ている。 

事実 

実際に起こった出来事、 

調査によるデータ 

 
 

自転車を免許制にすれ

ば、安全運転できる人だけ

が自転車に乗るようになる。

そうなれば、事故が減るだろ

うから。 

理由づけ 

 

自転車は免許制に

したほうがよい。 

主張 

「問い」に対する筆者の答え 

事実と主張をつなぐ考え 

三角ロジックの考え方が身に付くと… 

 「事実」と「理由づけ」によって、「主張」に説得力が増す。 

⇒ 「論理的な文章」を書けるようになる。 

 
 

 キャッシュレス決済にすれば、 

 

 

 

 

 

 

 

 

だから。 

理由づけ   
 

近年は、文化祭などのお

金のやりとりをする行事で 

キャッシュレス決済を導入す

る高校が増えている。 

事実 

 
 

積極的にキャッシュレス

決済を選択するべきだ。 

主張 

 

集めたい情報、調べたいことのメモ 

何を調べる？ 

・ 

・ 

・ 

どうやって調べる？ 

・ 

・ 

・ 

個人テーマについて、自分が知りたいこと 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③
へ
続
く 



 

 

 

論
理
国
語 

「
自
分
が
『
書
き
た
い
』
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
力
を
身
に
付
け
よ
う
」
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③    

２
年   

組    

番
（                                  

） 

        

１  

は
じ
め
に
確
認
し
よ
う  

◎
「
個
人
テ
ー
マ
」
に
つ
い
て 

    

◎
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
行
う
こ
と 

                

３  

レ
ポ
ー
ト
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
（
輪
郭
）
を
作
成
し
よ
う
。 

                             

                                                          

《
予
告
》
次
回
か
ら
、Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

 

２  

個
人
テ
ー
マ
に
関
す
る
必
要
な
情
報
（
「
事
実
」
）
を
集
め
よ
う 

 

個
人
テ
ー
マ
に
関
す
る
必
要
な
情
報
（
「
事
実
」
）
を
集
め
、レ
ポ
ー
ト
に
引
用
し 

た
い
内
容
等
を
枠
内
に
記
入
し
よ
う
。 

       
 
 
 
 
 
 
 

 資料４  

                

⑴

 

    

【
筆
者
・書
名
（
・サ
イ
ト
名
）
な
ど
】   

 
  【

出
版
社
・出
版
年
な
ど
】       

                     

 

⑵ 

    

【
筆
者
・書
名
（
・サ
イ
ト
名
）
な
ど
】   

 
  【

出
版
社
・出
版
年
な
ど
】      

          

【大きなテーマ】実社会における「私」のウェルビーイングの実現について 

「個人テーマ」（本設定） 

                                                                                           

 

〈
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③
の
目
標
〉  

・
個
人
テ
ー
マ
に
必
要
な
情
報
を
学
校
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
複
数
の
資
料
を
探
し
、

集
め
よ
う
。 

・
個
人
テ
ー
マ
に
関
し
て
、集
め
た
情
報
か
ら
重
要
な
も
の
を
選
び
、「
主
張
」
を
考
え
、 

「
事
実
」
、
「
理
由
づ
け
」
を
加
え
て
レ
ポ
ー
ト
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
（
輪
郭
）
を
作
成
し
よ
う
。 

 

□ 

個
人
テ
ー
マ
に
関
し
て
、集
め
た
い
・
調
べ
た
い
情
報
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
。 

□ 

集
め
た
い
・
調
べ
た
い
情
報
を
探
す
準
備
が
で
き
て
い
る
か
。 

□ 

個
人
テ
ー
マ
に
関
し
て
、必
要
な
情
報
を
学
校
図
書
館
の
資
料
か
ら
探
し
、 

レ
ポ
ー
ト
に
引
用
し
た
い
内
容
を
記
入
す
る
。→

 
 

２ 
 

□ 

集
め
た
情
報
を
も
と
に
、個
人
テ
ー
マ
に
関
す
る
自
分
の
「
主
張
」
を
考
え
る
。→

 
３  

□ 

集
め
た
情
報
か
ら
重
要
な
も
の
を
選
び
、
「
主
張
」
と
「
事
実
」
を
つ
な
ぐ
「
理
由
づ
け
」 

を
考
え
、
レ
ポ
ー
ト
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
（
輪
郭
）
を
作
成
す
る
。→

 
 

３  

。 

 

個
人
テ
ー
マ
を
記
入
し
、三
角
ロ
ジ
ッ
ク
を
ふ
ま
え
て
「
主
張
」
、
「
事
実
」
、「
理
由
づ
け
」
を
考
え
、「
結
論
」
ま
で
書
こ
う
。そ
の
後
、同
じ
分
野
の
班
内
で
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
全
体
を
確
認
し
合
お
う
。 

 
 

 

 

 

 

主張 

【序論】個人テーマについて、自分の「主張」を書こう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事実① 

 

 

 

 

 

事実② 

 ２ で調べたことの中から特に

重要な情報を選んで、「事実」

として引用しよう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由づけ① 

 

 

 

 

 

理由づけ② 

「主張」と「事実」をつなぐ考え

を書こう。 

 

【本論】  

本論で扱った「事実」、「理由づけ」をもとに、個人テーマへの考察をまとめよう。 

 

 

【結論】  



 

 

 

                 

※所属校での実施の際には、冊子の状態のものを生徒に配付し、Google フォームへの入力も行った。「学習後アンケート」は、研究授業で扱った指導事項、学習活動に関する質問を扱った。 

 ２年生・論理国語 学習前アンケート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        ※この冊子は、回収します。※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ３  あなたは、文章を「書くこと」について、どのように思っていますか。自分の気持ちに最も近いものを 

次のうちから１つ選んでください。 

 

 ４  あなたは、文章を書くときに、「何のために、誰に対して、どのような意図をもって書くのか」を考え、 

「題材（テーマ）を決めること」について、どのような取り組みをしたことがありますか。 

当てはまるものをすべて選んでください。 
 

選択肢 回答欄 

① 日常生活で直接経験したこと、学習したこと、友人や家族から聞いたことの中から題材を決める。  

② 地域社会の話題、テレビや新聞などを通して伝えられることなど社会生活全般の中から題材を決

める。 
 

③ 地域社会の話題、テレビや新聞などを通して伝えられることなど社会生活全般の中から題材を決

める。 
 

④ 実社会※１の中から、それが社会にとって役立つものか、どのように報告するかを考えて、題材を決め

る。 
 

⑤ 実社会の事柄や、これから専門的に学習を深めたいと考えたことの中から、題材を決める。 
  

⑥ ④に加えて、ある立場に賛成か反対かなど、書き手としての立場や論じたい点など、様々な観点か

ら情報を集め、整理して、題材を決める。 

 

〈 言葉の意味〉※１ 実
じっ

社
しゃ

会
かい

 … 実際の社会のこと。 

 

選択肢 回答欄 

① 得意だ  

② どちらかというと得意だ  

③ どちらかというと苦手だ  

④ 苦手だ  

２年   組   番 

氏名                                       実施日 令和７年 ８月   日（  ） 

 

次の ３ ～ １１ について、設問の指示に従い、この冊子に直接〇
マル

を書き込んで回答してください。 

回答終了後、同じ内容を論理国語のクラスルーム上の Google フォームに入力してください。 

 

 2 年生の皆さんへ  

このアンケートでは、高校２年生の皆さんに、国語の授業における「書くこと」の活動について 

質問をし、皆さん自身が「書くこと」について、どのように考えているのかを回答してもらいます。 

回答状況や授業での取り組みをもとに、「高校３年間で、論理的な文章を書く力を身に付けるには、 

どのような学習が必要か」という研究を進めていきます。ご協力をお願いします。 

【回答の手順】を読み、設問の指示に従って、回答してください。 

 

【回答の手順】 

 設問は、 １ ～ １６ まであります。 

 ①はじめに、この冊子の設問 ３ ～ １１ について、直接〇
マル

を書き込んで 

回答してください。（１５分程度） 

 

 

 

②終わったら、「論理国語」のクラスルーム内のＧｏｏｇｌｅフォームを開き、 

設問 １ ～ １６ までのすべての設問に回答してください。（１５分程度） 

設問３～１１については、①の回答どおりに番号を入力してください。   

 

 1０  あなたは、文章を書くときに、「自分が書いた文章全体を整えること」について、どのような取り 

組みをしたことがありますか。当てはまるものをすべて選んでください。 

 

選択肢 回答欄 

① 読み手の立場に立って、文字の書き表し方や語句が適切か、文や段落の長さ・役割・順序・ 

語順などが適切であるかどうかを確かめて、文章を整える。 

 

 

② ①に加えて、自分の考えを伝えたり、印象づけたりするうえで、書いた文章の表現がどのような効果

を生んだかなどを確かめて、文章全体を整える。 

 

 

③ ①②に加えて、客観的な視点から目的や意図に合った表現で書けているかなどを確かめ、文章全

体を整える。 

 

 

④  書いた文章を読み直し、読み手の立場に立って、目的や意図に合うように書かれているかなどに

ついて確かめ、文章全体を点検し、必要に応じて修正する。 

 

 

⑤  文章の構成や展開、表現の仕方などについて、自分の主張が的確に伝わるように書かれているか

などを吟味して、文章全体を整える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1１  あなたは、文章を書くときに、「自分の文章を読んだ相手からの助言（アドバイス）を次の学習に 

      いかすこと」について、どのような取り組みをしたことがありますか。 

当てはまるものをすべて選んでください。 

 

選択肢 回答欄 

① 根拠の明確さなどについて、自分の文章のよい点や改善点を見つける。 
 

② 表現の工夫とその効果などについて、自分の文章のよい点や改善点を見つける。 
 

 

③ 論理の展開などについて、自分の文章のよい点や改善点を見つけ、次の自分の文章を書く活動へ

いかす具体的な視点を得る。 

 

 

④ 自分の文章の特に優れた点や改善すべき課題を客観的な視点から改めて捉
と ら

え直す。 
 

 

⑤ ④に加えて、推敲する活動にいかすための具体的な視点を得て、自分が書いた文章が後々まで残

る可能性を考え、書き手としての立場、読み手としての立場の両方の視点から、自分の文章を捉え

直す。 

 

 

 

 

 

 
👉 設問 ３  ～  １１  は、ここまでです。 

論理国語のクラスルームにある Google フォームに回答をお願いします。 

 １ ～ ２ のクラス、出席番号の入力後、 ３  ～  １１  には、この冊子で回答したとおりに 

回答を選択してください。その後、次の設問に回答してください。 

 

1２ あなたは、これまでにどのような場面で文章を書いてきましたか。 

1３ あなたは、これまでにどのような手段で文章を書いてきましたか。（手書き、スマホ、PC 等） 

1４ あなたは、文章を書くときに、どのようなことに「困ったな」、「難しいな」と思いますか。 

1５ あなたは、今後、どのような場面で文章を書きますか。 

1６ 1５ の場面で、あなたは、どのような文章を書けるようになりたいですか。 

８  あなたは、文章を書くときに、「自分の考えを相手に伝わりやすくまとめること」について、 

どのような取り組みをしたことがありますか。当てはまるものをすべて選んでください。 

 

選択肢 回答欄 

① 自分の考えが確かな事実に基づいたものであるかを確かめ、根拠を明確にする。  

② ①に加えて、根拠が自分の考えを支えるものかどうかを検討※１１し、根拠の適切さを考える。  

③  資料を引用する際に、客観性や信頼性の高い資料を選び、自分の考えの根拠として適切かどうか

を検討したり、資料の内容と自分の考えがどのように関連するのかについても説明する。 

 

 

④ 自分の考えや事柄が的確に※１２伝わるように、根拠の示し方や説明の仕方を考える。 
 

 

⑤  一つの事柄を多面的※１３に見たり、他の視点からも考えたりして、自分の考えを見直し、根拠や 

論拠※１４について吟味を重ねたうえで、主張を明確にする。 

 

 

 

〈言葉の意味〉 

※１１ 検
けん

討
とう

 … いろいろな事情を調べて、どうしたらよいか考えること。 

※１２ 的確
てきかく

に … たしかで、間違いのない様子。 

※１３ 多
た

面
めん

的
てき

 … 分野・方面が多い様子。 

※1４ 論
ろん

拠
きょ

 …主張がなぜ成り立つのかを説明するための根拠と理由づけのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ９  あなたは、文章を書くときに、「自分の考えを相手に伝わりやすい言葉や表現で書くこと」について、どのよ

うな取り組みをしたことがありますか。当てはまるものをすべて選んでください。 

 

選択肢 回答欄 

① 自分の思いや考えを繰り返すだけではなく、複数の事例や専門家の意見を引用するなどの根拠が

必要であることを理解して書く。 
 

② 説明や具体例を加えて説得力をもたせ、表現の効果を考えて描写したりするなど、工夫を積み重ね

て、自分の考えがよりよく伝わるように書く。 

 

③  ①②に加えて、表現の仕方※1５を考え、工夫して書く。  

④ 文章の種類や文体、段落などの表現の仕方を工夫して書く。  

⑤ 文章の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全体の論理の明晰さを確かめ※1６、 

自分の主張が的確に伝わる文章になるように、工夫して書く。 

 

 

〈言葉の意味〉 

※１５ 表
ひょう

現
げん

の仕
し

方
かた

 … 文体、語句や文末表現の工夫、述べ方、比喩などの表現技法など、記述に関わる表現全般のこと。 

※１６ 文章全体の論
ろ ん

理
り

の明
めい

晰
せ き

さを確かめ（る） … 文章全体を通じて、論理が分かりやすく展開されているかどうかを確 

かめること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５  あなたは、文章を書くときに、「必要な情報を集めること」について、どのような取り組みをしたことが 

ありますか。 当てはまるものをすべて選んでください。 
 

選択肢 回答欄 

① 本、新聞、雑誌、テレビやインターネットなどを活用して、集める。  

② ①に加え、図書館などの公共施設を利用して幅広く情報を集め、インタビューやアンケートで実際に

人から声を集めるなど、様々な方法を用いて集める。 
 

 

③ 集めた情報が客観的※２であるか、信頼できるものかを確認し、どこから発信された情報なのかにも

注意を向けて、自分の考えを支える根拠として、適切な情報を集める。 
 

 

④ テーマに対して、個人的な体験や知識だけではなく、フィールドワーク※３を実施したり、複数の 

媒体※４を活用して、情報を幅広く集める。 
 

 

⑤ その情報が正しいか、主張を支える根拠として適切か、ほかに有効な情報はないか、どこから発信さ

れた情報なのかなどから、確かな情報であると判断して集める。 

 

 

 

〈言葉の意味〉 

※２ 客
きゃっ

観
かん

的
てき

 … 自分だけでなく、誰の目にもそのように見える様子。    

※３ フィールドワーク … 実際に現地まで行き、調査をすること。 

※４ 媒体
ばいたい

 … 情報を伝えるもの。メディア。 

 

 ６  あなたは、文章を書くときに、「集めた情報から自分の文章に必要な内容を選ぶ」ことについて、 

どのような取り組みをしたことがありますか。当てはまるものをすべて選んでください。 
 

選択肢 回答欄 

① 集めた材料を比べる、分ける、関係付けるなどして情報を整理し、伝えたいことを明確にする。  

② ①に加えて、書く目的に合わせて材料を整理し、自分の考えをまとめ、伝えたいことを明確にする。 
 

③ 情報を慎重に取捨選択※５し、場合によっては再び情報を収集し直す。  

④  情報が妥当※６なものか、信頼できるものかを吟味※７し、根拠として適切かどうかを判断して用いる。

特に、インターネットの情報を材料にする際には、著作権や個人情報の取り扱いに十分注意する。  

⑤  調査などによって集めた情報から、自分の立場や論じたい点を明確にし、主張を支える適切な根拠

をそろえる。 
 

〈言葉の意味〉 

 ※５ 取
しゅ

捨
しゃ

選
せん

択
たく

 … 必要なものだけを選び、必要でないものを捨てること。 

※６ 妥
だ

当
とう

 … よくあてはまっていること。   ※７ 吟
ぎん

味
み

 … 内容などがよいかどうか、確かめること。 

 ７  あなたは、文章を書くときに、「文章の構成を考えること」について、どのような取り組みをしたことが 

ありますか。当てはまるものをすべて選んでください。 
 

選択肢 回答欄 

① 課題を述べる段落、情報について分析する段落、自分の考えを述べる段落など、段落の役割を意

識して、文章の構成や展開を考える。 
 

② A と B を対比する段落、結論と根拠の段落、おおまかな説明と詳しい説明の段落など、段落と段落

の関係を明確にし、「序論‐本論‐結論」などの文章の構成や展開を工夫する。 

 

③ 伝えたい内容に合わせて文章の種類※８を選び、様々な読み手を説得できるように論理の展開を考

えて※９、文章の構成を工夫する。 

 

④ 読み手に理解してもらえるように、論理の展開、情報の量や重要度などを考えて、文章の展開や構

成を工夫する。 

 

 

⑤ 立場の異なる読み手を説得するために、批判的に読まれる※1０ことを想定して、効果的な文章の構

成や論理の展開を工夫する。 

 
 

〈言葉の意味〉 

※８ 文章の種類 … 例えば、文学的な文章として物語、小説、随筆など、説明的な文章として説明、解説など、実用的な 

文章として記録、報告、手紙などがある。 

 

※９ 論
ろん

理
り

の展
てん

開
かい

を考えて … 結論や主張を導くための筋道の通った考えの進め方について考えること。 

 

※１０ 批
ひ

判
はん

的
てき

に読まれる … 様々な考えをもつ読み手が、その文章の根拠や論拠、構成や論理の展開をよく考えて読む 

こと。 
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 資料６  

表１ 「書くこと」の指導事項の系統表 

表２ 「書くこと」の学習段階の６ステップ表 

題材の設定

ア

  目的や意図に応じて，社会生活の中か

ら題材を決め，集めた材料の客観性や信

頼性を確認し，伝えたいことを明確にする

こと。

ア

    目的や意図に応じて，実社会の中から

適切な題材を決め，集めた情報の妥当

性や信頼性を吟味して，伝えたいことを

明確にすること。

ア

　 実社会や学術的な学習の基礎に関す

る事柄について，書き手の立場や論点な

どの様々な観点から情報を収集，整理し

て，目的や意図に応じた適切な題材を決

めること。

情報の収集

イ

   情報の妥当性や信頼性を吟味しなが

ら，自分の立場や論点を明確にして，主

張を支える適切な根拠をそろえること。

内容の検討

　　　　　　   学校段階「科目」

  学習過程

中学校  第３学年

「国語」

高等学校  共通必履修科目

「現代の国語」(２単位)

高等学校 選択科目

「論理国語」(４単位)

構成の検討

イ

　  文章の種類を選択し，多様な読み手を

説得できるように論理の展開などを考え

て，文章の構成を工夫すること。

イ

    読み手の理解が得られるよう，論理の

展開，情報の分量や重要度などを考え

て，文章の構成や展開を工夫すること。

※「中学校第３学年のイ及びウを受け

て，」とある。

ウ

     立場の異なる読み手を説得するため

に，批判的に読まれることを想定して，効

果的な文章の構成や論理の展開を工夫

すること。

考えの形成

ウ

   表現の仕方を考えたり資料を適切に

引用したりするなど，自分の考えが分かり

やすく伝わる文章になるように工夫するこ

と。

ウ

   自分の考えや事柄が的確に伝わるよ

う，根拠の示し方や説明の仕方を考える

とともに，文章の種類や，文体，語句など

の表現の仕方を工夫すること。

※「中学校第３学年のイ及びウを受け

て，」とある。

エ

　 多面的・多角的な視点から自分の考え

を見直したり，根拠や論拠の吟味を重ね

たりして，主張を明確にすること。

記述

オ

   個々の文の表現の仕方や段落の構造

を吟味するなど，文章全体の論理の明晰

さを確かめ，自分の主張が的確に伝わる

文章になるよう工夫すること。

推敲

エ

    目的や意図に応じた表現になっている

かなどを確かめて，文章全体を整えるこ

と。

エ

   目的や意図に応じて書かれているかな

どを確かめて，文章全体を整えたり，読み

手からの助言などを踏まえて，自分の文

章の特長や課題を捉え直したりすること。

カ

　文章の構成や展開，表現の仕方などに

ついて，自分の主張が的確に伝わるよう

に書かれているかなどを吟味して，文章

全体を整えたり，読み手からの助言など

を踏まえて，自分の文章の特長や課題を

捉え直したりすること。

共有

オ

   論理の展開などについて，読み手から

の助言などを踏まえ，自分の文章のよい

点や改善点を見いだすこと。

ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４ ステップ５ ステップ６ ステップ

　　　　　　　　　　　　　　　育てる力

【ア①】

　実社会や学術的な学習

の基礎に関する事柄につ

いて，目的や意図に応じた

適切な題材を決めること。

【ア②】

　書き手の立場や論点など

様々な観点から情報を収

集，整理して，目的や意図

に応じた適切な題材を決

めること。

【エ①】

　多面的・多角的な視点か

ら自分の考えを見直した

り，主張を明確にすること。

【エ②】

　根拠や論拠の吟味を重

ねたりして，主張を明確に

すること。

【オ①】

　個々の文の表現の仕方

や段落の構造を吟味する

など，文章全体の論理の

明晰さを確かめること。

【オ②】

　個々の文の表現の仕方

や段落の構造を吟味する

など，自分の主張が的確

に伝わる文章になるよう工

夫すること。

【エ①】

　目的や意図に応じた表現になっ

ているかを確かめること。

【エ②】

　文章全体を整えること。

【オ①】

　論理の展開などについて，自分

の文章のよい点や改善点を見い

だすこと。

【オ②】

　読み手からの助言を踏ま

え，自分の文章のよい点や

改善点を見いだすこと。

　　　　　      ステップ

学習過程

　学校段階

科目

中学校　第３学年

 「国語」

高等学校　共通必履修科目

「現代の国語」（2単位）

高等学校　選択科目

「論理国語」（４単位）

Ⅰ

　書き手として題材を設定し、

情報を適切に扱う
情報の収集

【イ①】

　情報の妥当性や信頼性

を吟味すること。

【イ②】

　自分の立場や論点を明

確にして，主張を支える適

切な根拠をそろえること。

内容の検討

題材の設定

【ア①】

　目的や意図に応じて，社会生活

の中から題材を決め，伝えたいこ

とを明確にすること。

【ア②】

　目的や意図に応じて，集

めた材料の客観性や信頼

性を確認し，伝えたいこと

を明確にすること。

【ア①】

　目的や意図に応じて，実

社会の中から適切な題材

を決め，伝えたいことを明

確にすること。

【ア②】

　目的や意図に応じて，集

めた情報の妥当性や信頼

性を吟味して，伝えたいこ

とを明確にすること。

Ⅲ

他者意識・自己理解を

深める
共有

【ウ②】

　立場の異なる読み手を説

得するために，批判的に読

まれることを想定して，論

理の展開を工夫すること。

Ⅱ

読み手にむけて、

文章の構成・論理の展開を

工夫し、自分の考えを

明確・的確に伝える

考えの形成

【ウ①】

　表現の仕方を考えたり，自分の

考えを分かりやすく伝わる文章に

なるように工夫すること。

【ウ②】

　資料を適切に引用したり

するなど，自分の考えを分

かりやすく伝わる文章にな

るように工夫すること。

【ウ①】

　自分の考えや事柄が的

確に伝わるよう，根拠の示

し方を工夫すること。

【ウ②】

　自分の考えや事柄が的

確に伝わるよう、説明の仕

方を考えるとともに，文章

の種類や，文体，語句など

の表現の仕方を工夫する

こと。

記述

構成の検討

【イ①】

　文章の種類を選択し、文章の構

成を工夫すること。

【イ②】

　多様な読み手を説得でき

るように論理の展開などを

考えて，文章の構成を工夫

すること。

【イ①】

　読み手の理解を得られる

よう，論理の展開，情報の

分量や重要度などを考え

ること。

【イ②】

　読み手の理解を得られる

よう，文章の構成や展開を

工夫すること。

【ウ①】

　立場の異なる読み手を説

得するために，批判的に読

まれることを想定して、効

果的な文章の構成を工夫

すること。

推敲

【エ①】

　目的や意図に応じて書か

れているかなどを確かめ

て，文章全体を整えること。

【エ②】

　読み手からの助言などを

踏まえて，自分の文章の特

長や課題を捉え直すこと。

【カ①】

　文章の構成や展開，表現

の仕方などについて，自分

の主張が的確に伝わるよ

うに書かれているかなどを

吟味して，文章全体を整え

ること。

【カ②】

　文章の構成や展開，表現

の仕方などについて，読み

手からの助言を踏まえて，

自分の文章の特長や課題

を捉え直したりすること。
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授業

時数

ステップ３
授業

時数

授業

時数

授業

時数

　

　　ステップ

　

　

          育てる力

時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間

　

時間

　

時間

時間 時間 時間
　

時間

　

時間

　

時間

　

時間
時間 時間 時間 時間

　学校段階　「科目」

授業時数 中学校　第３学年　「国語」
高等学校　共通必履修科目　　「現代の国語」（2単位）

30～４０時間程度/1年

高等学校　選択科目　「論理国語」（４単位）

５０～６０時間程度/２・３年

ステップ６

題材の設定

【中学・ア①】

□何のために、誰に対して、どのような意図を

    もって書くかなどを具体的に考える。

□地域社会の中で見聞きしたことの中から題材

    を決める。

□テレビや新聞などの様々な媒体を通じて伝え

   られることの中から題材を決める。

【中学・ア②】

□多種多様な情報から、自分の考えを支える

   根拠として客観性や信頼性の高い適切な

   情報を用いる。

□情報を取捨選択し、場合によっては再度収集

    し直す。

□情報の発信者として責任のある表現を心掛

    ける。

　

【現国・ア①】

□目的や意図に応じて、その題材が社会的に

   有益なものかを考える。

□目的や意図に応じて、どのような形で還元

   するかなどを考える。

□実体験や他教科等での学習経験と関連付け

    て適切に選択する。

【現国・ア②】

　

□個人の経験や知識だけを情報とするのでは

　　なく、複数の媒体を活用し、情報を幅広く

　　集める。

□集めた情報の妥当性(正しい、根拠として

　　適切)を検討する。

□集めた情報の信頼性(発信元などから確かな

　　ものである等)を出典の示し方から確認する。

【論国・ア①】

□興味・関心をもち、更に学び深めようと考えた

   こと、課題として意識し解決策を考えたこと

   から題材を見いだす。

□高等学校卒業後も学び深めたいと考えたこと

   などから題材を見いだす。

　

【論国・ア②】

□多種多様な情報の中から、目的や課題

   に応じた情報を適切に収集する。

□書く目的や意図に応じて、取捨選択、

   分類、情報と情報の関係を見いだして整

   理する。

　

           ステップ

 学習過程

ステップ１ ステップ２ ステップ４ ステップ５

Ⅰ

書き手として

題材を設定し、

情報を

適切に扱う

　　情報の収集

【論国・イ①】

□情報の妥当性、信頼性について、主張を支え

   る根拠として適切か、最も有効かなどを検討

   する。

□書き手の立場や発信された文脈を適切に

    踏まえたものかどうかを詳しく検討する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

【論国・イ②】

□収集した情報や資料をどのように分析・解釈

   したのかを整理し、どの立場で論じるか、論じ

　　たいことの中心となる問題点を明確にする。

□主張に対する一つ一つの根拠の整合性を

   確認する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

　　内容の検討

【論国・ウ②】

　

□主張の根拠となる情報を取捨選択し、

　　「問い」から「答え」に至る筋道が明確に

　　　なる構成を考える。

□段落と段落の関係、接続語句を効果的に

　　使用して構成を考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・エ　or(２)情報の

整理・イ

Ⅱ
読み手にむけて、

文章の構成・

論理の展開を

工夫し、

自分の考えを

明確・的確に

伝える

考えの形成

【中学・ウ①】

　

□目的や意図、題材などに合わせて、適切な

　　表現の仕方を選び、外部の資料を引用する

　　ことで、自分の考えをより分かりやすく伝える

　　工夫をする。

□文章の種類に応じて、見出しや番号、注釈を

　　付ける。

【中学・ウ②】

□客観性や信頼性の高い資料を選び、自分の

　　考えの根拠としてふさわしいかどうかを検討

　　する。

□出典を明示し、適切な量の引用を行う。

【現国・ウ①】

　

□読み手や伝えたい情報の種類などを検討

　　した上で、最もふさわしい根拠の示し方を

　　選ぶ。

□情報の種類（自分の経験、他者の経験、

　　新聞などの情報）を検討する。

□示す方法（文章、図表、グラフ）を選ぶ。

【現国・ウ②】

　

□「全体と細部」、「箇条書きやキーワードに

　　よる手順」、「主張・根拠・論拠」などの説明

　　の仕方を、自分の考えや伝えたい事柄に

　　合わせて組み合わせる。

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　種類、文体、語句を用いる。

　

　　構成の検討

【中学・イ①】

　

□文章の種類を選択する際に、書く目的や

　　意図に応じて伝えたいことを表現するのに

　　適したものかどうかを判断する。

【中学・イ②】

　

□どのような読み手からも一定の理解を得られ

　　るように、主張を導くための筋道の通った考え

　　の進め方をする。

【現国・イ①】

　

□自分の主張を筋道立てて、読み手に正しく

　　捉えてもらうために、結論や主張を導くため

　　の論理の展開を考える。

【現国・イ②】

　

□読み手の関心や知識などを想定し、情報の

　　多寡や重要度の高さ、情報の種類などを

　　考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・オ

【論国・ウ①】

　

□読み手にとって納得できる根拠、構成や

　　展開をする。

□想定される反論や異論を踏まえて、自らの論

　　を確かなものにする。

【論国・エ①】

　

□一つの事柄を多面的に見たり多角的に考え

　　たりして、自分の考えを相対化し、適切な形に

　　まとめる。

【論国・エ②】

　

□自分の考えの拠り所となる客観的な事実や

　　情報の正誤、理由付けの適否などを検討

　　する。

□妥当性を裏付ける客観性や信頼性の高い

　　資料を用いて、根拠を示し、自分の考えを

　　まとめる。

関連：〔知・技〕（2）情報の整理（推論の仕方）・ウ

記述

【論国・オ①】

　

□接続表現、対比・類比、引用などの表現の

　　仕方が、文章の内容や書き手の考えを正確に

　　伝え、印象付けているかを検討する。

□段落の構造について、考えの筋道を反映して

　　組立てる。

□明快な筋道で論理を展開している。

関連：〔知技〕（１）文や文章・ウ

【論国・オ②】

　

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　形態や文体、語句を選び、言葉遣いなどを

　　工夫する。

□自分の主張の根拠、論証の過程を明確に

　　示し、批判的な読みにも堪るよう注意を払う。

関連：〔知技〕（１）文や文章・エ

Ⅲ

他者意識・

自己理解を

深める

共有

【中学・オ①】

　

□書いた目的や意図に照らして、読み手は納得

    したか、どのような論理の展開のためかなど

     について検討する。

【中学・オ②】

　

□どのように改善すると良いかなど、次の自分

    の書く活動へ生かす具体的な視点を得る。

推敲

【中学・エ①】

　

□文章を書く目的や意図に応じた表現になって

　　いるかなどを確かめる。

【中学・エ②】

　

□読み手の立場に立った客観的な視点から、

　　目的や意図に応じた表現に整える。

【現国・エ①】

　

□文章を俯瞰して読み直し、読み手の立場に

　立って、目的や意図に応じて書かれているか

　などを点検する。

【現国・エ②】

　

□他者から助言や感想を得て、自分の文章の

　　特に優れた点や改善すべき課題を客観的な

　　視点から認識する。

□相互評価の際には、意図、表現、情報や主張

　　の妥当性などの根拠を示し合う。

□書き手との関係性を踏まえた上で、助言を

　　行う。

【論国・カ①】

　

□論理の構成や展開を見直し、主張を一貫した

　　流れに沿って整理しながら明確に表現する。

□情報伝達が効果的に行われているかを

　　見直し、読み手に伝わりやすい表現の工夫を

　　する。

□様々な読み手の立場に立って、客観的な視点

    から検討する。

□論証の的確さ、適切さを確認する。

【論国・カ②】

　

□読み手からの助言、自己評価や総合評価を

    通して自分の文章のよさを確認したり課題を

    発見し、自分の表現に役立てる。

□自らの書く活動や、推敲する活動に生かす

    ための具体的な視点を得る。

□書いたものが後々まで残る可能性を考え、

    書き手と読み手それぞれの立場で自分の

     文章を捉え直す。

題材の設定のために情報を収集、整理す目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から題

材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決める

情報の妥当性や信頼性を吟味する 主張を支える根拠をそろえる

読み手の理解を得る

（文章の種類）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（情報の分量、構成の工夫）
読み手を説得する（根拠、構成の工夫） 読み手を説得する

（論理の展開、構成の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（表現の仕方の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（資料の選び方、引用の仕方）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（根拠の示し方の工夫）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（説明の仕方、表現の仕方の工夫）

自分の主張を明確にする

（多面的・多角的な視点）

自分の主張を明確にする

（論拠や根拠の吟味）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（論理の明晰さ）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（主張が的確に伝わる）

目的や意図に応じているかを確認する

（表現）

目的や意図に応じて整える

（表現）
文章全体を整える

（目的や意図）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（論理の展開）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（読み手からの助言）

自分の文章の良い点や課題を見いだす

（他者からの助言）

文章全体を整える

（構成、展開、表現、主張）

自分の文章の特長や課題を捉え直す

（構成、展開、表現、他者からの助言）

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎を学習している。

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎が身に付いてい

る。

［目指す姿］

高等学校段階の「書くこと」の基礎について、

学習している。

［目指す姿］

高校段学校段階の「書くこと」の基礎が身に付い

ている。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」について、学習している。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」が身に付いている。

表３ 「『書くこと』の系統的な指導計画表」(基本型) 

 資料８  



 

 

 

 

授業

時数

ステップ３
授業

時数

授業

時数

授業

時数

　

　　ステップ

　

　

          育てる力

５

～
６

時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間

時間
時間

時間 時間 時間

　

時間

　

時間

時間 時間 時間
　

時間

　

時間

　

時間

　

時間
時間 時間 時間 時間

　学校段階と科目 中学校　第３学年　「国語」
高等学校　共通必履修科目　　「現代の国語」（2単位）

30～４０時間程度/1年

高等学校　選択科目　「論理国語」（４単位）

５０～６０時間程度/２・３年

ステップ６

題材の設定

【中学・ア①】

□何のために、誰に対して、どのような意図を

    もって書くかなどを具体的に考える。

□地域社会の中で見聞きしたことの中から題材

    を決める。

□テレビや新聞などの様々な媒体を通じて伝え

   られることの中から題材を決める。

【中学・ア②】

□多種多様な情報から、自分の考えを支える

   根拠として客観性や信頼性の高い適切な

   情報を用いる。

□情報を取捨選択し、場合によっては再度収集

    し直す。

□情報の発信者として責任のある表現を心掛

    ける。

　

【現国・ア①】

□目的や意図に応じて、その題材が社会的に

   有益なものかを考える。

□目的や意図に応じて、どのような形で還元

   するかなどを考える。

□実体験や他教科等での学習経験と関連付け

    て適切に選択する。

【現国・ア②】

　

□個人の経験や知識だけを情報とするのでは

　　なく、複数の媒体を活用し、情報を幅広く

　　集める。

□集めた情報の妥当性(正しい、根拠として

　　適切)を検討する。

□集めた情報の信頼性(発信元などから確かな

　　ものである等)を出典の示し方から確認する。

【論国・ア①】

□興味・関心をもち、更に学び深めようと考えた

   こと、課題として意識し解決策を考えたこと

   から題材を見いだす。

□高等学校卒業後も学び深めたいと考えたこと

   などから題材を見いだす。

　

【論国・ア②】

□多種多様な情報の中から、目的や課題に応じ

　　た情報を適切に収集する。

□書く目的や意図に応じて、取捨選択、　分類、

　　情報と情報の関係を見いだして整理する。

関連：〔知・技〕(２)情報の整理・イ

　　　　  　ステップ

  学習過程

ステップ１ ステップ２ ステップ４ ステップ５

３

～
４

【現国・イ②】

　

□読み手の関心や知識などを想定し、情報の

　　多寡や重要度の高さ、情報の種類などを

　　考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・オ

Ⅰ

書き手として

題材を設定し、

情報を

適切に扱う　

情報の収集

【論国・イ①】

□情報の妥当性、信頼性について、主張を支え

   る根拠として適切か、最も有効かなどを検討

   する。

□書き手の立場や発信された文脈を適切に

    踏まえたものかどうかを詳しく検討する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

５

～
６

【論国・イ②】

□収集した情報や資料をどのように分析・解釈

   したのかを整理し、どの立場で論じるか、論じ

　　たいことの中心となる問題点を明確にする。

□主張に対する一つ一つの根拠の整合性を

   確認する。

関連：〔知・技〕(２)情報と情報の関係・ア

　

内容の検討

４

～
５

２

～
４

　構成の検討

【中学・イ①】

　

□文章の種類を選択する際に、書く目的や

　　意図に応じて伝えたいことを表現するのに

　　適したものかどうかを判断する。

【中学・イ②】

　

□どのような読み手からも一定の理解を得られ

　　るように、主張を導くための筋道の通った考え

　　の進め方をする。

【現国・イ①】

　

□自分の主張を筋道立てて、読み手に正しく

　　捉えてもらうために、結論や主張を導くため

　　の論理の展開を考える。

３

～
４

２

～
３

【中学・ウ②】

□客観性や信頼性の高い資料を選び、自分の

　　考えの根拠としてふさわしいかどうかを検討

　　する。

□出典を明示し、適切な量の引用を行う。

【現国・ウ①】

　

□読み手や伝えたい情報の種類などを検討

　　した上で、最もふさわしい根拠の示し方を

　　選ぶ。

□情報の種類（自分の経験、他者の経験、

　　新聞などの情報）を検討する。

□示す方法（文章、図表、グラフ）を選ぶ。

【現国・ウ②】

　

□「全体と細部」、「箇条書きやキーワードに

　　よる手順」、「主張・根拠・論拠」などの説明

　　の仕方を、自分の考えや伝えたい事柄に

　　合わせて組み合わせる。

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　種類、文体、語句を用いる。

４

～
５

３

～
４

記述

【論国・ウ①】

　

□読み手にとって納得できる根拠、構成や

　　展開をする。

□想定される反論や異論を踏まえて、自らの論

　　を確かなものにする。

６

～
７

【論国・ウ②】

　

□主張の根拠となる情報を取捨選択し、

　　「問い」から「答え」に至る筋道が明確に

　　　なる構成を考える。

□段落と段落の関係、接続語句を効果的に

　　使用して構成を考える。

関連：〔知・技〕(１)文や文章・エ　or(２)情報の

整理・イ

Ⅱ
読み手にむけて、

文章の構成・

論理の展開を

工夫し、

自分の考えを

明確・的確に

伝える

２

～
３

【論国・エ①】

　

□一つの事柄を多面的に見たり多角的に考え

　　たりして、自分の考えを相対化し、適切な形に

　　まとめる。

６

～
７

【論国・エ②】

　

□自分の考えの拠り所となる客観的な事実や

　　情報の正誤、理由付けの適否などを検討

　　する。

□妥当性を裏付ける客観性や信頼性の高い

　　資料を用いて、根拠を示し、自分の考えを

　　まとめる。

関連：〔知・技〕（2）情報の整理（推論の仕方）・ウ

５

～
７

【論国・オ①】

　

□接続表現、対比・類比、引用などの表現の

　　仕方が、文章の内容や書き手の考えを正確に

　　伝え、印象付けているかを検討する。

□段落の構造について、考えの筋道を反映して

　　組立てる。

□明快な筋道で論理を展開している。

関連：〔知技〕（１）文や文章・ウ

６

～
７

【論国・オ②】

　

□書く目的を実現するのにふさわしい文章の

　　形態や文体、語句を選び、言葉遣いなどを

　　工夫する。

□自分の主張の根拠、論証の過程を明確に

　　示し、批判的な読みにも堪るよう注意を払う。

関連：〔知技〕（１）文や文章・エ

６

～
７

考えの形成

【中学・ウ①】

　

□目的や意図、題材などに合わせて、適切な

　　表現の仕方を選び、外部の資料を引用する

　　ことで、自分の考えをより分かりやすく伝える

　　工夫をする。

□文章の種類に応じて、見出しや番号、注釈を

　　付ける。

Ⅲ

他者意識・

自己理解を

深める

３

～
４

共有

【中学・オ①】

　

□書いた目的や意図に照らして、読み手は納得

    したか、どのような論理の展開のためかなど

     について検討する。

【中学・オ②】

　

□どのように改善すると良いかなど、次の自分

    の書く活動へ生かす具体的な視点を得る。

【現国・エ②】

　

□他者から助言や感想を得て、自分の文章の

　　特に優れた点や改善すべき課題を客観的な

　　視点から認識する。

□相互評価の際には、意図、表現、情報や主張

　　の妥当性などの根拠を示し合う。

□書き手との関係性を踏まえた上で、助言を

　　行う。

２

～
４

【論国・カ①】

　

□論理の構成や展開を見直し、主張を一貫した

　　流れに沿って整理しながら明確に表現する。

□情報伝達が効果的に行われているかを

　　見直し、読み手に伝わりやすい表現の工夫を

する。

□様々な読み手の立場に立って、客観的な視点

から検討する。

□論証の的確さ、適切さを確認する。

６

～
７

【論国・カ②】

　

□読み手からの助言、自己評価や総合評価を

    通して自分の文章のよさを確認したり課題を

    発見し、自分の表現に役立てる。

□自らの書く活動や、推敲する活動に生かす

    ための具体的な視点を得る。

□書いたものが後々まで残る可能性を考え、

    書き手と読み手それぞれの立場で自分の

     文章を捉え直す。

５

～
６

推敲

【中学・エ①】

　

□文章を書く目的や意図に応じた表現になって

　　いるかなどを確かめる。

【中学・エ②】

　

□読み手の立場に立った客観的な視点から、

　　目的や意図に応じた表現に整える。

【現国・エ①】

　

□文章を俯瞰して読み直し、読み手の立場に

　立って、目的や意図に応じて書かれているか

　などを点検する。

題材の設定のために情報を収集、整理する目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から題

材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決め，伝えたいことを明確にする

目的や意図に応じて，実社会の中から

題材を決める

情報の妥当性や信頼性を吟味する 主張を支える根拠をそろえる

読み手の理解を得る

（文章の種類）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（論理の展開、構成の工夫）

読み手の理解を得る

（情報の分量、構成の工夫）
読み手を説得する（根拠、構成の工夫） 読み手を説得する

（論理の展開、構成の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（表現の仕方の工夫）

自分の考えを分かりやすく伝える

（資料の選び方、引用の仕方）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（根拠の示し方の工夫）

自分の考えや事柄を的確に伝える

（説明の仕方、表現の仕方の工夫）

自分の主張を明確にする

（多面的・多角的な視点）

自分の主張を明確にする

（論拠や根拠の吟味）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（論理の明晰さ）

表現の仕方や段落の構造を吟味する

（主張が的確に伝わる）

目的や意図に応じているかを確認する

（表現）

目的や意図に応じて整える

（表現）
文章全体を整える

（目的や意図）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（論理の展開）

自分の文章の良い点や改善点を見いだす

（読み手からの助言）

自分の文章の良い点や課題を見いだす

（他者からの助言）

文章全体を整える

（構成、展開、表現、主張）

自分の文章の特長や課題を捉え直す

（構成、展開、表現、他者からの助言）

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎を学習している。

［目指す姿］

中学校段階の「書くこと」の基礎が身に付いている。

［目指す姿］

高等学校段階の「書くこと」の基礎について、

学習している。

［目指す姿］

高校段学校段階の「書くこと」の基礎が身に付い

ている。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」について、学習している。

［目指す姿］

「論理的な文章を書く力」が身に付いている。

表３´ 「『書くこと』の系統的な指導計画表」(所属校で想定される活用例) 
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